家庭用 


S 


〇全ロセンサー搭載 

心センヴーコン □ 


ガス テーブル コン □ 

取扱説明書 I 保証書付 


代表品名コード 

LW2268TSQSIL/R 

型式名 

LW2268TL/R 



このたびは、八ーマンのガステーブルコン□をお買い上げいたださ、 
まことにありびとラございます。 


この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください 


〇この取扱説明書は、いつでち利用でさる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の日日ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証 
内容などをよく確認し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説明書の内容を説明してくだ 
さい。 

〇この機器は家庭用ですので、業務用のよラな使いかたをされますと、著しく寿命び短 
くなります。 

〇この機器は国内専用です。海外では使用でさません。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、弊社(裏表 
紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


H H 抓 m 加 


111111111111111111111111 
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Si センサーコン□について 



〇全ロセンサー搭載 

Jtz ンヴーコン □ 


まむ (Safety) 、 便利 （ Support) 、 笑顔 （ Smile) を約束する、 


賢い （ Intelli 邑 ent) センサーを搭載した、 

進化したコン□です。 

◎風や煮こぼれで火び消えた場合、 

自動的にガスを止めます！ 

立消えま全装置 

◎万一消し忘れてち、一定時間で自動消火します！ 

消し忘れ消义機能 

◎天ぷら油の過熱を未然に防止します！ 

天ぷ 5 油過熱防止機能 

◎煮ちのなどの焦げつさを初期段階で自動消火します！ 

焦げつさ自動消乂機能 


参温度センサーのはた 5 を 


に） 



高温炒めモード* H 

約290でをキープ。あぷりものや、 
より高温での觸理の際に。 


約 250’ C に達すると自動で火力制御し、自然発义を防止。 


炒めをのなどの際、調理が中断> 
しないよラに約 250’ C をキープ。 


揚げもの適温 


(時間) 


焦げつを自動消乂機能 

鋼底が焦げつきはじめたら自動消义。< 


天ぷら油過熱防止機能 


高温炒めモードとは 


-通常時より高い温度まで調理でさる機能です。 

高温妙めモードを使用してち、異常過熱を防止するために、温度センサーの温度び上びりすざると、 
自動的に火力を調節したり、自動消火します。 

※高温妙めモードを使用すると、天ぷ日油過熱防止機能、焦げつき自動消火機能は作動しません。 







































と < にをいご質巧でず 


-点乂 /消乂ボタンを巧しても、 
点乂しない 

-電池交換サインび点滅している 


乾電池が消耗しているためです。 

乾電池を交換してください。 

乾電池を交換する（電池交換サイン点滅)めや 
すは約1年です。 

。國 


-自動消乂後にブザー音びする 


まむ、ま全機能がはた日いているためです。 

まむ、ち全機能のはたらさにより火び消えたと 
さに、点火/消火ボタンを戻し忘れると、已分 
おさにブヴー音『ピー』でお知らせします。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗び早 

くなりまず。 必ず「消火の状態」に戻してください。 
※他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 

。國 


•勝手に乂び小さくなったり、 
乂び消えたりずる 


まむ、ま全機能がはた日いているためです。 

自動的に火力を調節したり、自動消火し、高温 
になり過ざることを防止します。 

※弱火になると支障のある調理の場合は、高温炒め 
キーを押すと、高温での調理びでさます。 

。國 


-高温妙めモードを使用しているのに、 
勝手に乂び小さくなったり、乂び消 
えたりずる 


まむ、ま全機能がはた5いているためでず。 

鍋などの異常過熱を防止するために、温度セン 
ヴーの温度び上びりすざると、自動的に火力を 
調節したり、自動消火します。 

また、約日0分(高温で自動火力調節している状 
態の場合は約30分)連続使用すると、消し忘れ 
消火機能びはたらさ自動消火します。 

※自動火力調節で弱火になっている場合は、火力を 
強くしてち受け付けません。 

。團 


を< じ 

各部のなまえ . 3 

かんたん操作ガイド . 已 

まをなご利用のために 

必ずお守0 く /■ごさし V 安全上のミ主意)•■- 7 
機器の組み立てと設置 . 17 

このコン□にごいて 

安む、安全機能 . 21 

乾電池の入れかた . 22 

ち曰の巧いかた 

コン□を使う準備 . 23 

コン□の使いかた (基本操作） . 25 

タイマーモード (全 コン □) 27 

温度キープモード(高乂カコン □) .... 29 

ミ易ねかしモード (高乂カコン □) . 31 

炊飯モード (標準 コン □). 33 

高温炒めモード搞乂ヵコンロ . 37 

グ U ルを使う準備 . 39 

グ U ルの使いかた . 41 

言受定の変更（カスタマイズ機能） . 43 

長<ご利用いただ<ために 

お手入れ . 44 

よくあるご質問 . 53 

ブヴー報巧、お知らせ表示 . 59 

長期間使用しない場合、仕様 ••••• 61 

アフターサービス . 62 

交換部品、別売部品 . 63 

保証書 . 66 


※[〇内の数字は、参照ページを示しています。 









































各部のなまス 

※操作部に保護シートび貼ってある場合びあります。ご使用の際には、取り外してください。 
※イラストは、高乂カコン□び左タイプで説明しています。 



グリルとび5ガラス 

グリルとび5(グリルとび5取っ手) 


左操作部（シート) 


左高义カコン□タイプ 


高义カコン□用 
温度キー 

コン□用 湯ねかしキー 

タイマー設定部 高温げめキー 


つン□タィマー 


左古 

回輕 


電ミ任交換 0 胃 itU 


左コン □ 

0200 

0180 0自動消乂〇 
〇1を0 05分保温3视巧し 

T 品度1 fr う！情憂、 

-- し_)い妙め 


猫 

III 111111111 


電池交換サイン 


高义カコン□用 
燃焼ランプ 


ち高义カ コン □タイプ 


コン□用 


標準コン□用 


タイマー設定部 巧飯キー 



電池交換サイン 


標準コン□用 
燃焼ランプ 
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ン□調理部 


※取り付け方法については、 r 機器の組み立てと設置」 （1 8ページ)を参照してください。 



電池ケース部、コン□、グリル操作部(パネル) 


高义カコン□用 
义力調節つまみ 



標準コン□用 グリル用 

义力調節つまみ 义力調節つまみ 



ち操作部（シート) 


左高义カコン□タイプ ち高义カコン□タイプ 


問 


標準コン□用 
炊飯 キー 


ちコン 


0おかゆ 
0ごはん 


〇 


の 

II り 11111111 


グリル用 
タイマー設定部 


ヴリル 



た -J 


標準コン□用 
燃焼ランプ 


高义カコン□用 

旧口 - f ^ — 

湯わかしキー グリル用 

高湿げめキー タイマー設定部 



高义カコン□用 
燃烧ランプ 
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かんたん操作ガイド 


設定温度到達 J 


の■ 闊 i お A 

揚げる、焼< 

(高乂カ コン □) 
コン□を使 5 準備医国 

防國 


〇点义する ^ & 义力調節ずる^ @ミ品度を設定ずる 



•強く 


:呵 


火力は中火政上で、炎びあ 
ふれない程度に調節ずる 


0200 

180 

160 



お湯をわかず 

(高火カ コン □) 
コン□を使5準備0=匡国 

防圃 


〇点义する ^ Q 义力調節ずる ► ® 楚害户 


自動消乂の場を 



弱 <• 


•強< 


IIAMIIIIIIIK 


义力は中火な上で、炎びあ 
ふれなし准度に調節する 


お 


&つと5した5、自動消火) 


白動消义 
05分な温 


の 



ミ肖^自動消义 
ホ了 05おな温 


ず-/ 


陌 


巳分保湿ちでさまず (3 1ページ） 


巧 iiyi お A 

ごはんを巧< 

(標準 コン □) 

コン□を使 5 準備[〇=医宣] 

防國 

(下準備正で■區国） 


〇点义する 


义力調節つまみを A 炊飯を 
〇の位置に合わす W 設定する 


ごはんの場合 





自動消火を、む5し開始 ） 



〇おかゆ 
ごはん 


〇おかゆ 
•ごはん 


〇 


〇 


と°ピピ 


ッ/ 


おかゆちでさます (35 ページ） 


お A 

あぶる、炒める 

(高火カ コン □) 
コン□を使 5 準備 0= 匡国 

防園 



► @义か離ずる ► @ 高温炒めを設定ずる 


弱く- 


> 強く 


1111111 IIIIJ 


な 



C 調 S 開始 


3秒巧し 

ちご曰 
巧/皿 

妙め 



h 議イ 


5 


广グリル操作部^ 

魚を巧< 

グ U ルを使う準備口=國 

防图 


〇点义する 


► © 义力調節ずる ► © タイマーを設定する 



C 残り時間を 表示） 

グリル 

を园 

(例）目分の場合 


弱く- 


> 強く 


ブリル 

m 


お A 

タイ7—で 
煮る、ゆでる 

(全 コン □) 

コン□を使5準備0=111 

防團 


〇点义する 义力調節ずる コン□を選択する 0 タイマーを設定ずる 



弱く- 


•強く 


1111111 IIIIJ 


な 


炎びあふれない程度に 
調即する 






〇〇 〇 
0 . 8.6 
211 

〇 ♦ 〇 


y 

ピ 
ピ 
















































































































点义 / 消义ボタンを’ 
戻ず 



0 温度センサーの上面と鍋底やフライ 
パンの底などが密着していないとさ 
" ^は使用しない 


C 終了 30秒前 ) C 自動消火 ） 



► 〇 


調理が終了した5、 
消义ずる 




^ Q 点义/消义ボタンを 



温度センサーび鍋底の温度を正し 
く検巧でさません。 

-天ぷ b 油過熱防止機能び正しく 
はた日かずに 発义や途中消义、 
機器焼損の原因になりまず。 

-焦げつき自動消火機能び正しく 
はた日かない場合びあります。 


な 


器サニ 


鍋底び凹凸 


可 

油汚れ、さび汚れ、 
異物などび付着 


みき すき間 


ごま意していたださたいこと 


自動消乂した場合、点火/消火ボタンを r 消 

乂の状態」に 戻し忘れたまま放置ずると、 
乾電池の消耗が早くなりまず。 

必ず「消乂の状態」に戻してください。 

に1ぺージ） 


► 0 


点义/消义ボタンを 
戻ず 



► A 調理が終了した5、 
W 消义ずる 



► 0 


点义/消义ボタンを 
戻ず 


C 終了 30秒前 ） 

グリル 


C 自動;肖火 ） 

グリル 














































































必ずお守りください (安全上の 注意）® 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用されるちや他のちへの危害、財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分、表示をし 
ています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用してください。 


■を書、損書の程度による内容の区分 


IA 危険 


このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラを険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 


A ま意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 


お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意、禁止内容の絵表示 


Q 必ず守る 

換気する 

S ) 禁止 

火気禁止 

0 分解禁止 

® 接触禁止 



A 危険 


ガス漏れの際には 


ガス漏れ時は、絶対に 

•义をつけない 

•電気器具(換気扇など)のスイッチの 
入/切をしない 

-電源プラグの巧き差しをしない 
-周辺で電話を使用しない 
乂や火花で引火し、 义災の原因になります。 



ガス漏れに気づいたときは、ずぐに使用をやめる 


〇 

必ず巧る 


① 乂を消し、ガス栓を閉める。 

② 窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③ お買い上げの販売店または、ちよりの 
ガス事業者(供給業者)に連絡する。 
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A 警告 


使用するガスについて 


〇 

必ず守る 


•銘板(機器ち側面に貼付)に表示しているガス(ガスグループ)で使用する 
• お居時は、供給ガスの種類び銘板の表示と一致していることを確認する 


表示政外のガスで使用すると、 不完全燃焼に 
よる一酸化炭素中毒や爆発着火によるやけど、 
機器び故障する原因になります。 

供給ガスびわからない場合は、お買い上げの 
販売店または、もよりのガス事業者(供給業者） 
にお問い合わせください。 



(例)都市ガス用 13 A の場合 


嫌板〉 


部分を確認、 

U てくださし)。 

製造年月 • 製造 NcT 
を表术してし^ます。 


品名コード/ 


( 型式名） ：都 - 耐え南 -; 

••13A OOOkW 1 2A OOOkW ； 


>00.00-000000 1 

H N 

/•OOOOOOOO 
/ 株式含社八ーマン 

© 


A 警告 


乂災予防のために 


機器を設置の際は 

〇 •可燃性の部分(棚、壁、家具など)か5十分離して設置する 

当該地区の市、町、村の条例で定められています。必ず巧ってください。 

-距離を確保できない場合は、別売の防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 乂災の原因になります。 

※離隔距離については] 7ページを参照してください。 

防熱板の購入は、お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照）にお問い合わせ< 
ださい。 

A -機器周囲の改装(吊り戸棚を付けるなど）については、お買い上げの販売店に相談ずる 

~ ご自分で改装されると、設置基準上問題びある場合びあり、 义災の原因になります。 


機器をご使用の際は 


〇 

必ず守る 


〇 

必ず守る 


-使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや、地震、义災などの緊急の場合は、 
ずぐに使用をやめる 

① 乂を消し、ガス栓を閉める。 

② お買い上げの販売店または、もよりの 
ガス事業者(供給業を)に連絡する。 

火災や一酸化炭素中毒のおそれがあります。 

-使用後は消义を確認する 
义災や思わめ事故の原因になります。 

※就寝や外出時は、ガス栓を閉めてください。 



0 - ゴム管び正しく接続されているか、ひび割れや穴びあいていないか確認する 
火災のおそれげあ0ます。 




























必ずお守りください (安全上の注意） (§) 


0 

禁止 


0 

禁止 

0 

禁止 


• 义をつけたまま離れない 
• 义をつけたまま就寝やか出をしない 

調理中のものび焦げたり燃えたりするなど、 火災の原因になります。 

※とくに天ぷらや揚げもの調理、グ U ルを使用しているときはを意してください。 
電話 や来客の場合は、 一旦 火を消してください。 


• 义びついたまま持ち運ばない 
やけどや义災の原因になります。 

-トッププレートに衝撃や荷重を加えない 
• 上に①5ない 

トッププレートのガラス破損につなびり、 異常 
過熱や义災の原因になります。 

※破損したとさは、けびの原因にちなりますの 
で、程度の大ルに関係なく、すぐに修理を依 
頼してください。 



0 

禁止 


•引义のおそれのあるらの(スプレー、ガソリン、ベンジンなど)は機器の近くで使用しない 
乂災の原因になります。 


0 

禁止 


•燃えやすいものや引义のおそれのあるものを機器の近くに置かない 


-燃えやすいちの 

ペットボトル、プラスチック類、ふきん、タオル、 
カーテン、調理油、新聞紙、ビニールシートなど 

-引火のおそれのあるちの 

スプレー宙、カセットコン□用ボンベなど 

义災の原因 や、熱でスプレー伍の圧力び上びり、 

スプレー左が爆発する原因になります。 



コン□部をご使用の際は 


0 - 高温炒めモードを使用するときは、揚げものなどの調理はしない 

天ぷら油過熱防止機能び作動せず、調理油び 発火し、火災の原因になります。 


0 - 耐熱ガラス容器や±鍋など、熱び伝わりにくい容器で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかず、調理油び 発火し、义災の原因になります。 


0 

禁止 


-鍋などび、トッププレートか5はみ出した状態では使用しない 
火災や機器焼損の原因になります。 


Q 
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0 


0 


0 

禁止 

0 

禁止 




温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などび密着していないときは使用しない 

温度センサーび鍋底の温度を正し<検巧でさません。 

-天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかずに 発义や 

途中消火、機器焼損の原因になります。 

-焦げつき自動消火機能び正しくはたらかない場合び 
あります。 


温度- 
センサー~ 


毎 


網底び凹凸 


油ミちれ 
さび汚れ 
異物などび付着 


r 傾を . 


すき間 


アルミはく製しる到ん省エネごとくなどの補助員は使わない 
一酸化炭素中毒のおそれや機器の異常過熱により、 

塗装の変色、はく離、機器焼損の原因になります。 



乂災や不完全燃焼、機器の異常過熱により塗装の変色、 

はく離、機器焼損、変形の原因になります。 

トッププレートに落ちた油などび 発乂したり、機器の異常過熱により塗装 （S 
の変色、はく離、機器焼損、変おの原因になります。 




揚げちの調理の際は 


〇 

必ず守る 


0 


揚げものは食材全体び十分につかるまで調理油(必ず200 mL む上)を入れて行う 

調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、 発火するおそれ 

があります。 

とくに、フライパンなどの底び広い鍋で揚げものをする際は、食材 
全体び調强由に十分につかってし、ないと、 発义するおそれがあります。 


冷;ま食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げものをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に;令ま食材び密着した 
状態で揚げちの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正 
しく検巧しないため、 発义するおそれがあります。 食材は中央 に 
部を避けて置いて < ださい。 た 



^ -複数回使った調理油で揚げをのをしない 

^ 何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび巧んだまま残 

っている調理油は使用しないでください。 発义が起こりやすくなる場合があります。 


-揚げすぎない 

豆腐などの水分のをいものや、衣つきのコ□ッケなどの破裂しやすいものは、とくにを意 
してください。揚げすざると油び飛び散り、 発火や、やけどのおそれびあります。 
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必ずお守りください (安全上の注意）@ 


グリル部をご使用の際は 

0 - 脂びをく出る料理には、グリル焼網の上や下にアル S 
1 はくを敷かない 

アルミはくの上にたまった脂び 発火し、义災や機器損傷の 
原因になります。 

※鶏肉や脂びのったさんまなどは、脂びをく出ます。 

-グリル受け皿にグリル石やグリルシートなどを入れない 
たまつた脂び 発火し、义災や機器損傷の原因になります。 


鶏肉 



〇 

必ず守る 


• グリル使用前はグリル庫内を点検する 

グ U ル庫内に食品くず、脂くず、布などびあると、使用中に 発乂し、火災や機器損傷の原因 

になります。 


〇 •グリル使用後および連続使用するときは、グリル受け皿にたまった脂、グリル焼網に 
ついた食材は、ご使用の都度取り除く 
たまった脂などび 発火し、火災や機器損傷の原因になります。 

0 •グリル排気□①上に、ふさんやタオルなどをのせたり、ふさびない 
在山 -グリル排気□の周りには、ものを置かない 
义災や不完全燃焼の原因になります。 


点検、お手入れの際は 

^ -絶対に改造、分解は行わない 

^ 改造、分解をすると、 一酸化炭素中毒などによる死 t 事故のおそれがあります。 
また、 火災の原因になります。 


A 警告 


やけどや义災予防のために 


コン□部をご使用の際は 

0 - コン□使用中は、身体や巧服び炎に近付かないように注意する 
巧服に炎び移って、やけどをするおそれがあります。 

W 了3 また、温度センサーび作動して炎び自動的に大きくなったり、風で炎びあおられて鍋底から 

あみれ、衣服に移ることびありますのでを意してください。 


A ま; 


义災予防のために 


機器をご使用の際は 


0 - 使用するパ’ーナー①点义/消义ボタンを確認する 

. 間違って操作すると、別のバーナーび点火して、 义災や思わめ事故の原因になります。 


〇 

必ず守る 


0 

禁止 

7 7 


点义したときは、パ’ーナーび着义したことを確認する 

点火操作をしてち着火しない場合は、周囲のガスびなくなってから、再度点火操作をする。 
すぐに点火操作をすると、周囲のガスに引火し、 义災や一酸化炭素 
中毒、思わめ事故の原因になりまず。 

調理むがの用途には使用しない 

練炭の火起こしやを類（みさんなど）の乾燥などに使用しないでく 
ださい。 過熱、異常燃焼による機器焼損、义災の原因になります。 














グリル部をご使用の際は 

0 - 魚などを焼をすざない 

魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出ることびあり、 火災の原因になります。 

〇 •異なる調理物(焼き上げの早い調理物、遅い調理物)を、同時に焼くときは注意する 
焦げたり、 発火するおそれびあります。 

〇 •鶏肉やサンマなどの脂のをい食材を焼くと、飛び散った脂に引义して、瞬間的にグリル 
排気□か日炎び出る場合びあるので注意ずる 
やけどや义災などの原因になります。 

〇 •調理物び発义した場合は、すぐに使用をやめる 

…、の点火/消火ボタンを押し、消火する。 

②炎び消えるまでグ U ルとびらを開けない。 

③消火後、お買い上げの販売店または、もよりのガス事業者(供給業者)に連絡する。 

手順に従わなかった場合は、 义災の原因になります。 


A ま; 


ガス事故防止のために 


機器を設置の際は 

0 - 水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置する 

。 不安定な所や傾いた所に設置すると、機器び傾いて やけどやけびのおそれがあります。 

0 - 棚の下など落下物のを険のある所を避ける 

機器の上に辭たものび燃ぇて' 义災の原因になります。 

0 - 照明器具など樹脂製品の下に設置しない 

照明器具のかさなどび 変ぉ、変色する原剧こなります。 

0 - を暖房装置の風び当たる場所や、強い風び吹き込む場所には設置しない 

風び当たると、安む、安全装置びはたらかず、 点义不良、機器焼損、思わめ事故の原因となりまず。 

0 - 湯沸器の下には設置しない 

湯沸器の不完全燃焼防止装置びはたらさ、火びつかない場合びあります。 

また、湯沸器の寿命を縮めます。 


機器をご使用の際は 

ips • 必ず換気をする 

™ 窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 

換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 
不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

※自然排気式給湯器やふろびまを使用している場合は、換気扇を回 
さず、窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガス 
び 逆流して一酸化炭素 中毒の原因になりまず。 



〇 

必ず守る 


お手入れの際は 

-パーナーキャップを 7 j < 洗いしたあとは、よく 7 j < 気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、 点火不良や不完全燃焼の原因になります。 
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必ずお守りください (安全上の注意）@ 


A まミ 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際は 

〇 •点火操作をしても点义しない場合は、点义/消义ボタンを r 消义の状態」にし、周囲の 
ガスびなくなってか5再度点义する 

すぐに点火すると、周囲のガスに引火してを服び燃えるなど、 やけどの原因になります。 
^ -使用中や使用直後は操作部む州よ触5ない 

^ 機器本体とその周辺および調理用具び熱くなっており、 やけどの原因になります。 

"" ※グ U ルのみを使用してちグ U ルバーナーの炎や排気の熱により、トッププレートは熱くなります。 

1力所のみのコン□を使用している場合でち、使巧していないコン□側のトッププレートち熱伝導 
で熱くなる場合びあります。 

0 - 点火操作時や使用中は、パ’ーナーとグリル排気口付近に顔や手などを近付けない 
-グリルとび5を開けた状態でグリルを点义しない 
炎や熱で顔や手などに、 やけどをするおそれがあります。 

※とくにコン□調理中は、安む、安全機能び作動し、自動的に強乂と弱火を切り替える場合びあり、 
炎の大きさの変化によって、 やけどをするおそれがありまず。 


コン□部をご使用の際は 

A -やかんや鍋などの大きさに合わせて义力を調節する 

- 各进夏證基避。 炎にょりゃか纖の取っ手などび加熱され、 ゃけどゃ取っ手など 

0 •片手鍋、底びへこんだ鍋や丸い鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不 
… ま定な状態で使用しない 

•片手鍋などは、調理中に鍋のふたを取ったり、水分の蒸発などにより調理物の重さ 
び軽くなると、温度センサーの力により押し上げ5れ、傾いたりずれ落ちる場合び 
あるので取っ手を持って使用する 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなど してやけ どの原因になりまず。 

-片手鍋やフライパンなど、重むび片寄った鍋は不安定な状態にならないよラ、取っ手をご 
とくのツメち向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ 
出さないよう横に向けて置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなびら使用してください。 


〇 •みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、 
义力を弱めにして、よくかさ混ぜる 

強义で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、銅びはねあび 
つて やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ麻みそなど)のときは注意してください。） 
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突沸現象について 

突ミ弗現象とは、突然にふっとラずる現象です。 

水、牛乳、豆乳、ミ酉、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めるときに、ささいなきっかけ(容器をゆする、塩、砂糖 
などを入れる）で生じます。 

この現象び調理中に起をると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、 やけどやけがをずるおそれびあ 
りまず。 これらの予防法として次の点にごミ主意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ものの温めは弱义でかを混ぜなが S 加熱する。 
(強义で急に加熱しない。） 

•熱々の汁ちのに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、かし;をましてか S 巧 5。 

-鍋の大きさにあった义力で加熱ずる。 









o 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

§ 

较 


0 


グリル部をご使用の際は 

•使用直後の魚などの出し入れは、グリルとび5やグリル受け皿、グリル焼網を機器か 
5取りがさずに行ラ 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱くなっており、 やけどの原因になります。 

-グリルとび5およびグリルとび5取っ手に重いをのをのせたり強い力を加えない 
グ U ルとびらび外れ、 けがや機器損傷の原因になります。 

-グリル受け皿を持ち運びするときは、ちえてか5持ち運ぶ 

使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグ U ル受け皿にたまった脂び高温になっており、 やけどの 
原因になります。 また、グ U ル受け皿にたまった脂などびこぼれないように注意してください。 

-グリルとび5ガラスに衝撃を加えたり（グリルとびらの落下ら含む)キズをつけたりしない 
-使用中や使用直後に水をかけない 

グ U ルとびらガラスび割れて、 やけどやけがの原因になります。 

-グリル使用中や使用直後は、グリルとび5取っ手むかは触らない 
-グリル受け皿を持つときは、めれぶきんなどで持たない 
やけどの原因になります。 

-グリル受け皿に水を入れて使用しない 

この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要びないタイプです。水を入れないでください。 

グ U ル機能び正しくはたらかなかったり、 調理物が燃えるなどの原因になります。 また、お 
湯びこぼれて やけどの原因にちなります。 

-グリルを使用するときは、グリル排気口に手や顔などを近付けない 
•鍋の取っ手などびグリル排気□にかからないよラにする 
高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。 

-グリルとび5を開けたままグリルを使用しない 

グ U ルとびらに魚などをはさみこむなど、グ U ルとびらび開いた状態では使用しないでくだ 
さい。また、ひんぱんに開けたり閉めたりしないで<ださい。 

トッププレート前部を焦びしたり、機器の上部び加熱され、 やけどのおそれがあります。 


お手入れの際は 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 


•機器び十分;ちえてから、手袋をして巧う 
やけどや機器の突起物などでけびをする原因になります。 

-トッププレートは取りがさない 
裏面でけがをする原因になります。 

また、ガラス裏面に洗剤や薬剤び付着すると、 変色したりキズの原因になります。 


-ごとくとパ’ーナーリング 
カバーは、正しく取り付 
ける (4 已ぺージ） 

誤った取り付けかた(浮さ、 
裏返しなど）で使用すると、 

鍋の転倒によるやけど、点 
义不良、不完全燃焼、変形 
の原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃 
を加えると、トッププレー 

卜 にキズびつ<おそれがあ 


、▽マーク 


ごと< 



パーナー 
U ングカバー 



ごとくの浮き 




バーナ ー U ングカバーの 
裏返し 


0ます。 






必ずお守りください (安全上の 注意）® 


A まミ 


機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際は 

0 - トッププレートに直接高温の鍋などをのせない 
トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 

0 - ごとくをがして直接コン□に鍋を置いて使用しない 
^ 不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

0 •グリルとび5、コン□操作部、グリル操作部、電池ケース部などに、重いものをのせ 
たり強い力を加えない 
機器損傷の原因になります。 

0 - 石焼きいもつぼなどの空焼きをする調理用具は使用しない 
S ^ 異常過熱による機器損傷の原因になります。 

A •エアコン、扇風機の風などびコン□の炎に当た5ないように配慮して使用する 

誠 黯詔讚;- サ-び縮獅細しく微。できず、 麵*薇たり機器損傷 


お手入れの際は 


〇 

化ず守る 


• パーナーキャップは正しく取り付ける (4 已ぺージ) 

誤つた取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 


• 点火しない場合びあります。 

• 炎のふぞろいや逆火で 不完全燃焼、一 
酸化炭素中毒のおそれや変おの原因に 
なります。 

•機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損す 

る原因になります。 

- 機器寿命び短<なるおそれびあります。 


パーナーキヤップ 




バーナーキャップの浮を 



バーナーキャップの裏返し 


A まミ 


お子さまに巧するま意 


/〇 -ルさなお子さまだけで使用させない 
思わめ事故の原因になります。 

おテさまび触れても点火しないよう、□ック機能を設定することびできます。 （24 ページ) 


A まミ 


温度センサーの正常な動作のために 


〇 

必ず守る 


0 

禁止 
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-こまめにお手入れし、上下にスムーズに動くことを確認する 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調巧油び 発火する場合があります。 
また、動きび悪いと鍋などび傾き、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にを 
なります。 密着しない場合、点検、修理を依頼してください。 



^上下にスムーズに^ 
^動< ことを確認^ 


• 強いショックを加えない 
• キズをつけない 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び 発火する 
場合びあります。 また、センサーび故障すると 温度センサ 

一げ作動しない場合があります。 






























機器について 

•機器を廃棄する場合は、乾電池を取り外し、専門の業者に処理を依頼してください。 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、 やけどやけびの原因になります。 

•機器を移動などする場合は、機器び十分をえてか！5、手袋をして巧ってください。 

やけどやけがをする原因になります。 

機器のご使用について 

-使用中をときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 

-トッププレート上で、鍋などをすべ！5せたりしないでください。 

トッププレートや鍋び損傷する原因になります。 

-ガスおを閉めて火を消さないでください。 

やけどや思わめ事故の原因になります。 

-トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機 
器を使わないでください。 

磁力線により、 機器が故障する原因になります。 

コン□のご使用について 

-鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300 gL ソ上(調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいのでミ主意してください。 

-弱义のときは炎が見えにくい場合があります。 消し忘れにミ主意してください。 

-調理中に鍋をのせかえるときは、一旦义を消してか5のせかえてください。 

火を消さずに作業をすると、 やけどの原因になります。 

-強火で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっつくことがあります。 

鍋を動かすとさはを意してください。 

-煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってください。 

バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると、炎□びつまり機器内部で燃えることにより、 機器 
焼損の原因になります。 機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になります。 


使用上お守りいただきたいこと 


機器について 

•この製品は家庭用です。業務用のような使いかたをすると、機器の寿命が著しく短くなります。 

この場合の修理は保証期間内でも有料となります。 

機器のご使用について 

. トッププレートのごとくとパーナ ー U ングカバーを取り付けてし巧場酣こ、跡び付くことびありますび、ご使用上問題ありません。 

コン□①ご使用について 

-コン□を弱义で使用している場合は、グリルとびらをゆっくり開閉してください。 

グ U ルとび日の開閉により発生した風で、 コン□の义が消える場合があります。 

グリルのご使用について 

-連続で使用ずる場合は一旦义を消し、再度点义してください。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ U ル過熱防止センサーに1ページ)びはた b いて、 焼き上びる前に消义する場合びあります。 
-魚などの巧き加減を見るときなど、グリル受け皿を約1分 U 上引き出したままにずる場 S ホ、一旦义を消してください。 

グ U ル過熱防止センサー (2] ページ)びはた日いて、 消义ずる場合があります。 

-をずの食材はしっかりと解凍し、を蔵の食材は常温でしば日く置いてください。 

しっかりと解凍して、常温にしておかないと、時間びかかり、安む、安全機能びはた日くことびあります。 

また、焼きあびりびよくない場合や、生焼け状態になる場合びあります。 

お手入れについて 

-機器や機器周辺(キッチンの天板など）に水をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 

また、めれぶきんやスポンジたわしを使用する場合もよくしぼり、水分を切ってか5使用してください。 

機器内部に水び浸入し、 点义不良、不完全燃焼、故障の原因になります。 






機器の組み立てと設置① 


機器の設置場所を確認する 


(周囲の防乂措置) 

設置場所の周辺に可燃物(木製の壁や棚など)びある場合。 

固 


〇 

必ず守る 


災となるおそれがありまずので必ず 


化 


防乂措置1または2 


可燃性の壁に直接タイルやステンレス板を貼り付けた場合でち伝熱のため可燃物が炭化し、义 


を行ラ 


の離隔距離がとれない場合は、必ず薛社指定の防熱板(別売品)を取り付けて 
防火措置を行わないと、 义災のおそれがあります。 


壁か 5| 

防义措置 1 

防义措置 2 

1 を巧ラ 


防义措置1 


可燃物(壁、棚など)から離して設置してください。（※印はトッププレート面より上ちの寸法） 


《 ] 日日 cmLU 上 


1曰 cm 政上 



防义措置2 


防火措置]の条件を満たせない場合は、防熱板側売品)を正しく取り付けて設置してください。 
(※印はトッププレート面より上方の寸法） 


側面、背面 


1巳 m し义 


ヒの空間 


防熱板の 防熱板貧 


1 


口 A 巧 巧 


3日 cm 
政上 


□ cm 政上 


防熱板(別売品） 


徊包部材ゃテープ類を取り除く 


防熱板⑤ 

1巳 m じ(上の空間 1\ 


□ cm じ(上 


防熱板の種類(ステンレス製） 


コード番号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

LP 0105 

吕已〇 

600 

② 

LP 0106 

吕已〇 

535 

⑤ 

LP 0107 

已已〇 

900 

④ 

LP 0108 

150 

己00 


《8日 cmLU 上 
1日 cm じ(上 


調理台、流し台などの側面 


防熱板® 


1 ScmL^Lb 

で A 可 


L ) 



-防熱板は4種類あります。 

※防熱板のお巧めは、お買い上げの販売店または、弊社(裏表 
紙連絡先参照)にお問し^合わせください。 

※防熱板に同こんされている r 取付説明書」に従って正しく取 
り付けてください。 


◎グ U ルを取り出し、中のお包部材やテープ類をすべて取り除いてください。 
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安全にお使いいただくために、正しく設置してください。 

※機器を設置などずるときは、けがを防ぐため、手袋をして行ってください。 


機器を組み立てる 


各部品を正しく取り付けて < ださい。 


ごと< 




グリルが気□カバー 


-ツメ部(左ち2力所)を角穴部(左ち2力所）に入れて、 
浮さびないよラに取り付けてください。 

グ I 」ル排気ロカバー 

ツメ部 
(左ち2力所） 



. / 角穴部 

(左ち2力所） 


( ーナーキヤツプ 


-バーナーキャップのの部び、点火プラグの真上にくるよ 
うに合わせ、浮さびないように取り付けてください。 
(点火プラグに衝撃をあたえないようにしてください。） 

※高乂カコン□用と標準 
コン□用びありますの 
で、取り付けにミ主意し 
てください。 

高乂カコン□用には 
『 H 』 マーク、標準コ 
ン□巧には『一』マーク 
么表巧しています。 



点火プラグ 


機器後ちか S 見た図 


バーナー リング カバー 


▽マークを手前にし、 
欠き部(前後2力所)をバ 
ーナー U ングの凹部(前 
後2力所）合わせて、浮 
さびないよラに取り付 
けてください。 


▽マーク 


欠さ部 



バーナー I 」ング 


ごと< 


-ごとく内側の己 
部(前後2力所） 
を、バーナー I 」 
ング カバーの 欠 
さ部（前後2力 
所）に入れて、浮 
さびないよラに 
取り付けて < だ 
さい。 


ごと< 

内側の己部 
(前後2力所) 


欠さ部 
(前後2力所) 



バーナー リング カバー 


盛を意 


〇 

必ず守る 


〇 

おず守る 


パーナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

-点乂しない場合びあります。 

-がのふぞろいや逆 火です 完全燃焼、一酸化炭素中毒の 
おそれや変形の原因になりまず。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 掘員ずる原因になりまず。 

. 機器寿命が短くなるおそれがありまず。 

ごとくとパ’ーナーリングカバーは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

銅の転倒によるやけど、点义不良、不完全燃焼、変おの 
原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレート 

にキズびつ < おそれびあります。 



バーナー リングカバーの 
浮を 



バーナー リングカバーの 
裏返し 
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機器の組み立てと設置 


機器を組み立てる 


(グリル部) 



各部品を正し < 取り付けて < ださい。 


サイドカバー 



グ I 」ル焼網 


グ I 」ルとびら 


グ U ルスライドレール 
グ U ル受け皿 


サイドカ八’一 


① 奥のフックに切り欠き部を差し込む。 

② 手前のフックに巧部を引つかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち)びありますので、 

を意して < ださい。 

指かかりのある手前側に" 左" または" ち" と表 
术しています。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイド 
カバー(も)ち同様に取り付けてください。 


V 



グリル受け皿、グリル焼網 


-グ U ル受け皿の角穴® (左ち2力所)びスライドレールの凸部(左ち2力所)に入るように置いて取り付けてください。 
•グ U ル焼網の凸部(前後4力所)をグ U ル受け皿の角巧 ◎ (前後4力所）に差し込んで取り付けてください。 

※どち日も" 手前" と表示している方をグ U ルとび日側にしてください。 

※正しく取り付けられていないと、グ U ルとび日び閉まりません。 
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安全にお使いいただくために、正しく設置してください。 

※機器を設置などずるときは、けがを防ぐため、手袋をして行ってください。 


機器を接続する 


ガス接続は、下記事項を必ず巧り、正しく接続してください。 



〇 ゴム管はガス用ゴム管(検査合格マークまたは、 J 旧マ 
-クの入っているちの）を使用し、ホースエンドのホい 
おず守る線まで差し込んでゴム管止めでしっかりと止める。 


〇 ガスコードを使用する場合は、器具用ス U ムプラグお 
よびガスコードの取扱説明書に従ラ。 


〇 ゴム管は高温部に触れたり、折れたり、ねじれたりし 
ないようにできるだけ短くして、機器の下を通したり、 
おず守る機器に触れないようにする。 


赤い線ゴム管 

如 * C 検白。—括 _ 

ホースエンド ゴム管止め 

ホい線器具用ス U ムプラグガスコード 




0 

禁止 


ゴム管の継ぎ足しや二又分岐はしない。 


0 ひび割れたり、差し込み口びゆるくなつたゴム管は使 
用しない。 


接続口に巧れやゴミびないよラにする。 

ガス漏れの原因になります。 



V 


ゴム管は、ときどき （6 力月に]回程嵐点検し、ちくなったゴム管は新しいゴム管に交換する。 

ガス漏れの原因になります。 


迅速継手を使巧する場合は、ガスをのゴム管口により接続具び異なります。 

接続はお買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照）に依頼してください。 



ガス栓 
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ま/こ X 、 安全機能 


◎風や煮こぼれで乂び消えた場合、自動的にガスを止めまず。 


立消え安全装置 C コン □) ( グリル ) 

※乂び消えてか日数秒後にガスを完全に止めます。 

※再度点乂するとさは、窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおいび完全に 
なくなってか日点火してください。 

※立消え安全装置びはた日いたときは、タイマー表示部に『12な_1また 
は_2または_引び約] 0回点滅します。 

◎万一消し忘れても、一定時間で自動消乂しまず。 

コン□消し忘れ消义機能し =1ン □ J ) 

点火後、約] 2□分(高温で自動火力調節している状態の場合は約3□分)連続使用すると自動消火します。 

※高乂カコン□は高温炒めモード使用時、約己□分(高温で自動乂力調節している状態の場合は約3□分)連続使用す 
ると自動消义します。 

※コン□消し忘れ消火機能の設定時間は、変更することびできます。 （43 ページ） 

グリル消し忘れ消义機能 C ブリル ) 

連続使用可能時間は約] 8分です。点乂後、最長で約] 8分連続使用すると自動消乂します。 

◎天ぷ5油の過熱を未然に防止しまず。 


天ぷ5油過熱防止機能 C コン □ ) 

油の温度び約2已□でになると自動で強乂と弱火を繰り返し、過熱 
による発火を防ざます。自動乂力調節している状態び約3□分続く 
と自動消火します。約2已〇でじ(上になる場合は、約30分を経過 
する前に自動消乂します。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 

※高温妙めモード使用時は、この機能ははた5さません。 

※天ぷ日油過熱防止機能びはた日いたときは、タイマー表示部に『020 _1または_2』び約1□回点滅します。 

◎煮ものなどの焦げつきをネリ期段階で自動消乂しまず。 


焦げつき自動消义機能 C コン □ ) 

焦げつさの程度は、鍋の材質、火力、調理物によって異なります。 

※高温妙めモード使用時は、この機能ははた日さません。 

※弱乂か日強火に切り替えたとさに温度センサーびはた日いて自動消火することびあります。再度点火して使用し 
てください。 

※焦げつき自動消火機能びはたらいたときは、タイマー表示部に『020 _1または_2』び約1□回点滅します。 

◎グリル庫内び過熱ずると自動消乂しまず。 


逆を意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能がはた5 
いたとをは、鍋や油の温度が相 
必ず守る 当高くなつているためま意する 
やけどやけがの原因になります。 


をちか5見た図 

立消え安全装置 



グリル過熱防止センサー C ブリル ） 

グ U ル庫内やグ U ル受け皿の温度び異常に高い場合や、 
連続焼さや空焼さなどで高温になると自動消火します。 
※グ U ル過熱防止センサーびはた日いたとさは、タイ 
マー表示部に『020.引び約1□回点滅します。 


◎点乂/消乂ボタンを戻し忘れてちブザーでお知5せしまず。 


点义/消义ボタン戻し忘れブザー C コン □ ) C グリル ) 

タイマーや湯わかしモードなどを使って自動消火したり、安む、安全機能のはたらさにより乂び消えたとさに、点 
火/消乂ボタンを戻し忘れると、已分おきにブヴー音『ピー』でお知日せします。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗が早くなりまず。 必ず「消火の状態」に戻してください。 

※他のパ'ーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 


逸ミち意 


〇 グ IJ j 止センサーがはた5いたとさは、 

グリルとび5ガラスやグリル受け皿などの 
必ず守る ミ品度が相当高くなつているためま意する 
やけどやけがの原因になります。 
































訖電池の入れかた 

乾電池を交換するときは、必ず機器が冷えてか5行ってください。 

-乾電池の交換時期び近付くと電池交換サインび点滅し、最初の点乂操作時はブヴー音『ピー』でお知日せします。 
乾電池の容量びなくなると点乂でさなくなるので、新品のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）と交換してください。 


電池ケース 


乾電池の入れかた 


盛ミち意 


0 乾電池は巧電、分解、加熱したり、义の 
中に投入しない 

® A 乾電池び破裂し、手や服などを巧すだけ 

でな <、 目などに入ると大変を険です。 



※初めて機器を設置するとさは、『ちい乾電池を取り出す』作業は不要です。 


〇 


電池ヶースを引さ出し、ちい乾電池を取り出ず 

古い乾電池は、手前から]個ずつ取り出し、 作電池忘 

必ず2個とも取り出す。 ^ 取り出す 


※電池ケースは、乾電也の落下を防止するために、 
乾電池1個分び取り出せる位置で止まります。 
※電池ケースを引さ出すとさは、ゆっくり引さ 
出してください。 

強く引さ出すと、 破損の原因になります。 


© 


新しい乾電池を入れる 

新しいアルカ U 乾電池(単1形： 2個)の④©を 
確かめ、電池ケースに組み込む。 


© 電池ケースを元に戻ず 


電池ケース 



う旨を引っかけで 
\ 引を出す . 




乾電池に関するお願い 


-乾電池に記載してあるを意事項をよく読み、正しくご使用ください。 

-乾電池の組み込む方向を間違えないよラにして<ださい。 

-乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合は、使用でさません。 

• 乾電池は必ず2個とち同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。 

アルカ U 乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電池交換サイン点滅)めやすは約]年です。 
(使用状況、使用時間、乾電池製造メーカーにより交換時期び]年 LU 内と短くなる場合びあります。また、 
新しい乾電池とちい乾電池または、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用した場合やマンガン乾電池を使用し 
た場合は、交換時期び短くなります。） 

• 未使用の乾電池でち r 使用推奨期限(月、年)」を過ざている場合は、自然放電により短時間で電池交換ヴ 
インび点滅する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）は、工場出荷時期により 
寿命び短くなっている場合びあります。 

• 電池ケースに水や異物び入った場合、ふさ取って去れいにしてください。 電池機能不良の原因となります。 
-単2形、単3お乾電池を単1形サイズにする電池スペーサーは、電池ケースの0端子び接触せず、使用 
でさない場合びあります。また、使用でさた場合でち、交換時期び極端に短くなります。 


益 























:焦けつさびさつくなります。 

:途中消乂したり、焦げつく場合びあります。 

高火カコン□は高温妙めモード (37 ページ）にすると途中消乂せず使用でさます。 
ただし、焦げつき自動消火機能びはた日かないためミ主意してください。 

中華鍋は底の平日な鍋を使巧してください。 

必ずふたをしてください。 

ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

揚げちのの場合の油の量を示します。 


コン□を使う準備 


モードに応じた鍋の選びかた 


鍋などの種類 

煮ちの 
な ど 

炒めちの 
揚げち①など 

(油の 量: 200 mLJ . lt ) 

便利機1 

ヒ 

温度 キープ 
モード 

防國 

油の量：已 00 〜 

lOOOmLj 

湯 わかし 
モード 

防圃 

がの量：已〇〇〜 ^ 

1 2000 mU 

炊飯 
モード 

防國 

ド'はん： 1 〜已合' ( 

1 おかゆ： 0 .已〜 1 合 J 

アル-製の鍋、文化鍋 

〇 

〇 

〇 

〇 *4 

〇 

深めのもの 

ホー□— 鍋、 ,_ — 

ステンレス製の鍋僱手） 

(鍋底厚み 2 mmLi (上） 

〇 

〇 

〇 

〇 &4 

〇※己 
深めのをの 

ステンレス製の鍋(薄手） 

(鍋底厚み 2 mm 未満） ^ 

〇※1 

X 

X 

〇 

〇※1 
深めのもの 

ステンレス製の無水鍋、 

ステンレス製のを層鍋 

〇※2 

〇 

X 

〇《4 

X 

鉄製の鍋、 ' ^ ^ 

%%%. 〇 分 

〇 

〇 

〇※3 

X 

X 

圧力絹' 

耐熱ガラス容器 v y — 。ぶ J 

〇《2 

X 

X 

X 

X 

やかん 1^ 

— 

— 

— 

〇《4 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 


中華鍋を使ラとをのお願い 


銅底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
•中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはた日さません。 
• 必ず取っ手を持って調理してください。 


12 3 4 5 6 
※※ ※※※※ 
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〇 来 (全開にずる) 

ガス检を全開にずる 0 

@ごとく中央に鍋やフライパンなどを置く 

点火前に温度センサーび鍋底に密着していることを確認してください。 



ック機能について 


ルさなお子さまのいたず日や誤操作を防止するために、点义/消义ボタン毎に□ックすることができまず。 

-点火/消火ボタンび「消火の状態」のとさに□ックつまみ 
を動かすことびでさます。 

※ロックつまみを左にすると□ックの設定びできます。 

□ックつまみをちにすると□ックの解除びできます。 


◎□ックの設定 



◎□ックの解除 
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コン□の使いかた（基本操作) 

※高乂カコン□び左タイプで説明しています。 


『コン□を使う準備』（吕3ぺージ) 
をよく読み、準備をずる 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇0 


〇点义する 


^ @义力調節ずる 



〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 



※火力調節つまみび弱乂側(左側)にある場合、 
つまみは強火側(ち側)に動さます。 

高火カコン□の場合は安全のため、火力 
調節つまみび強乂側（ち側）にある場合、つ 
まみは中火位置（中央）に動さ、中乂点乂 
しまず。 


〇火力調節つまみを左ちにゆっくりとスラ 
イド させてください。 



※点乂後、約30分毎にブヴー音『ピピピッ』で、 
使用中であることをお巧日せします。 
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◎ご使用後は、点火/消乂ボタンを消义の:!犬態にし、ガスをを閉める 


調理をするとをのコツ 


妙めちの(野栗炒めなど)、焼さちの（目玉焼さ、ハンバーグなど)をずる場合は、1分程^ 

度予熱ずる。 

※予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安む、安全機能びはた日さ、弱乂になつ 
たり消乂する場合びあります。 

きんぴ5ごぼラ、インスタント焼きそばなどは、高温炒めモードで調理ずる。 （37 ぺージ） 

※高温妙めモードを使わずに水分び蒸発してち加熱を続ける料理をすると、焦げつき自動消火機能びはた日き、 
消乂することびあります。 

揚げちのは温度キープモードで調理する。 （29 ぺージ） 

※温度キープモードを使わずに多めの油を加熱すると、機器び煮ちの調理と判断し、ほい温度で自動消乂す 
ることびあります。 



r 

逆ミち意 


〇 

みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、 
にして、よくかき混ぜる 

义力を弱め 

必ず守る 

強乂で急に温めると、鍋底に巧んだみそやルーなどび突沸現象により突然暖さ上びり、鍋びはねあ 
びって やけどをする原因になります。 （とくにだし入り豆みそ啸みそなど)のときはま意してください。） 

V 

※突沸現象については、] 3ページを参照してください。 

J 


© 消义ずる 

〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態に 
してくださし、 



肖火の状態 I 



※必ず火び消えたことを確認してください。 


ごま意していただきたいこと 


自動消火した場合、点火/消火ボタンを r 消乂の 

状態」に 戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消 
耗が早くなります。 

必ず「消火の状態」に戻してください。に1ぺージ） 


ごま意していただきたいこと 


鍋などをごとくにのせた状態で、激しく動 
かさないでください。 

トツププレート にキズがつ<おそれがあり 
まず。 


お知5せ 


約] 2□分(高温で自動乂力調節している状態 
の場合は約30分）連続使用すると、消し忘 
れ消乂機能びはた日き自動消火します。 
※コン□消し忘れ消火機能の設定時間は、 
変更することびできます。 （43 ページ） 
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タイマーモード (全コン □) 

※高火カコン□び左タイプで説明しています。 


『コン□を使ラ準備』 （23 ぺージ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 




点义し、 

义力調節ずる 



@ コン□を選択する 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
し、に押し、点火の状態にしてください。 



〇タイマー設定キーを押して<ださい。 

※乂のついていないコン□と、炊飯、湯わかしモード中 
のコン□は選択でさません。 



〇火力調節つまみを左ちにゆつ < りとス 
ライドさせてください。 


〇巧すたびに、次のよラに切り替わります。 

(全てのコン□を使用している場合で説明しています。） 


弱< 


強く 


.mill. 



解除 


\ピツ/ \ピツ/ が-/ 



-設定できるコン□は]力所です。 

•コン□タイマーの「+」キー、「一」キーを巧すか、 
約] 0秒たつと、タイマー表示び点灯に変わり、コ 
ン□び決定されます。 

•高乂カコン□びちタイプの場合は、「左」と「ち」の 
ランプの点灯順び逆になります。 

※設定を解除してち消乂しません。 
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◎ご使用後は、点火/消火ボタンを消火のげ態にし、ガスをを閉める 


© タイマーを設定ずる ^ 

〇タイマーを設定してください。 

(タイマーびスタートします。） 

m 

r-i-y 

\ ピッ / I L 趣） 

1分刻みで]〜99分慮鼠に設定できます。 

※巧し続けると、]0分刻みで変わります。 

※調理中でち、タイマーの変更は巧能です。 

※タイマーを取り消すとさは、一旦消火してください。 


© タイマーび終了ずると、 

自動で义が消える 



※約1□秒後に消打します。 


@ 消义のが態に戻ず 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態に 
してください。 



※必ず火び消えたことを確認してください。 


ご注意していただきたいこと 


自動消乂した場合、点乂/消乂ボタンを「消 

乂の状態」に 戻し忘れたまま放置ずると、乾 
電池の消耗が早くなりまず。 

必ず「消火の状劇に戻してください。に1ぺージ） 
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@ 温度を設定する 


〇着火後すぐに温度キーを巧してください。 
※最初は180でに設定されます。 


0200 


180 



〔巧すつ 


〇巧すたびに、次のよラに切り替わります。 

1□む刻みで]日〇〜20□むに設定できます C 


180で圓190で国200で国1目0で国170で圓解除 


|)§動ミ肖义〇 
I )5 巧保温3秒巧し 
f 冒温 I 



. 設定すると表示び点灯し、数秒後に点滅に変わります。 

設定温度になるまで点滅び続さます。 

※調理中でち、温度の変更は可能ですび、設定温度を 
下げた場合、設定温度に下びるまで時間びかかり、 
その間点滅び続さます。 

※設定を解除してち消义しません。 


巡 

. 111111111 


〇 


点义し、 

义力調節ずる 


〇点乂/消乂ボタンを止まるまでいっぱい 
に巧し、点火の状態にしてください。 




火の巧態] 


※必ず火びついたことを確認してください。 


〇火力調節つまみをちにゆっくりとスラ 
イドさせてください。 


強く 


II 叫 111111 


※火力は銷の径に応じて、炎びあふれない程 
度に調節してください。 

ただし、乂力を弱火で使用しますと、機能 
び正しくはたらさません。 


だつンロ 


温度キープモード 

※高乂カコン□び左タイプで説明しています。 


(高乂カコン □) 



『コン□を使う準備』 （23 ぺージ） 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 


適した鍋 

適した油の量 

直径：] 8〜 24 cm 
材質：鉄、アルミ 
種類：天ぷ日鍋 
中華鍋 

(底び平らなちの） 

曰00〜] 000 mL 
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◎ご使用後は、点火/消义ボタンを消乂のげ態にし、ガスをを閉める 


•油の温度は鉄製天ぷ日鍋を基準に設定しています。銅の種類、材質、大ささや厚み、油量などにより、設 
定温度と異なったり温度変化び大さくなることびあります。 

-油の温度び高い状態で温度設定したり途中で油を足すと、設定温度と油の温度び異なることびあります。 
•焼きちのの焦げの程度は、フライパンの大きさ、材質、調理内容によって異なります。 

※弱火か日強乂に切り替わる瞬間、炎び大きくなりますのでを意してください。 

※使巧途中に設定温度を下げた場合、設定温度に下びるまで時間びかかり、その間点滅び続さます。 

複数の揚げをのをするとをは、低温設定のをのから調理してください。 

※一度に揚げる量ま、油の表面積の半分程度にしてください。調理物を入れすざると温度調節びうまくできなくなります。 
※設定温度になってち調理物を入れないと、設定温度より調理油の温度び上昇することびあります。 


八ンバーグやギヨーヴ、ホットケーキなど焦げつさやすい焼さちのち、温度キープモードの温度調節を使え 
ば簡単です。ほどよい焦げ色に焼さあげます。 


なのよラな下ごし日えをすると、油の飛び散りをおさえることびでさます。 


• イカ 

-ししとうゆび空洞の里探など） 

. ドーナツ 

胁むき' 丽に切り目を入れる。 

切り目を入れる。 

生地には' 必ずべーキングノのダーや跳唐を入れる。 

-エビ 

. ラず6(ゆで卵など） 

-魚介類や野菜など 

尾は先を切る。 

串などで刺す。 

水分をふさ取る。 



© 調理ずる 


© 消义ずる 


〇設定温度になると、点滅から点灯に変わり、ブヴー 
音『ピピピッ』でお知らせします。 

調理を始めて < ださい。 



0200 

お 職 


温度 


ピピピ 


ツ/ 


自動的に強火と弱火を繰り返し、設定した温度を保ちます。 



クルトン 
手作りコ□ッケ 

ちま食品(コ□ッケなど）-天ぷ5 
ドーナツ•フ U ッター! ' 


ギヨーザI 
Iホジトケ-キI 
オムレツI 
从ンパーグ， 


お好み焼さ 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の 
状態にしてください。 



E 肖火の巧態 I 


f 巧わ 


※必ず'火び消えたことを5在言忍してくださしん 


自動消火した場合、点火/消火ボタン 

を r 消火の状態」に 戻し忘れたまま放置 
ずると、乾電池の消耗が早くなります。 

必ず「消乂の状態」に戻してください。 
(21 ぺージ） 


■ 


ごま意していたださたいこと 


20〇で 


190た 


iQcrc 


170で 


160で 


揚げちののコツ 


焼さちのにち便利 


ご主意していただきたいこと 


焼さちの 


揚げちの 
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o 


点义し、 

义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに押し、点火の状態にしてください。 




※必ず火びついたことを確認してくださし、 


〇火力調節つまみを左ちにゆつ < りとス 
ライドさせてください。 


II 一"■■"わ 

tMii 


※乂力はやかんや鍋の径に応じて、炎びあ 
ふれない程度に調節してください。 

ただし、火力を弱火で使用しますと、ふ 
っとうする前に保温になったり、消火し 
たり、機能び正しくはた日きません。 


@ 湯わかしを設定ずる 


〇着火後すぐに已分保温を設定してください。 



CT 回巧ず） 

〇押すたびに、次のよラに切り替わります。 

\ピッ / \ヒッ / \ピ-/ 

t J 

※設定を解除してち消火しません。 

〇着火後すぐに自動消火を設定してください。 

巧お 


> 白動消义 
5分な温 



がが，， 

〇押すたびに、次のよラに切り替わります。 

\ピッ/ \ヒッ/ \ピ-/ 

t I 

※設定を解除してち消乂しません。 


5 分保溫 


已分保温 


湯わかしモード (高乂カコン □) 



※高火カコン□び左タイプで説明しています。 

『コン□を使う準備』（吕3ぺージ） 

をよく読み、準備をする 

ごとく中央にやかんなどを 
ふたをして置く 


適した鍋 

適した水の量 

やかん 

底の平らな鍋 

已〇〇〜2000 mL 
※ふさこぼれを防ぐため 
に、やかんや銷の大さ 
さに応じた水量(最大容 
量の6〜7割）にしてく 
ださい。 


左操作部（シート） 


〇か 



左コン □ 

0200. -、 

0180 〇自動消乂〇 
〇1 6 Cl 05分保温;3抄巧し 

爾邸 if 


9 

111111111 


を 


自動消火 


日分保温 
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◎ご使用後は、点火/消义ボタンを消乂の状態にし、ガス检を閉める 


ごま意していたださたいこと 


-乂力はやかんや鍋の径に応じて、炎びあふれない程度に調節してください。 

•乂力を弱火で使用しますと、ふっとうする前に保温になったり、消乂したりします。 

-お湯から湯わかしモードを使用した場合は、ふっとラしてか日消火や弱火になるまで時間を要する場合や、 
ふっとラする前に消火する場合びあります。 

-やかんや鍋の材質、水の量、形状などにより消火や弱火になるタイ S ングび異なる場合びあります。 
※水の量び多すざるとふさこぼれる場合びありますので、やけどなどにを意してください。 


湯わかしするときのお願い 


• やかんや鍋にふたをする 
• やかんや鍋のふたを開閉はしない 
• やかんや鍋を動かさない 
• 水をかさミ屋だない 
• 途中で水を入れたり具を入れない 
• 途中で火力を変えない 


@ 自動で义が消える 


► 〇 消义のが態に戻す 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の 
状態にしてください。 


巧;化-淵南脚■'洗が ; linM 


自動消义 



'\ピピピ、 


が-/ 





ご注意していただきたいこと 


自動消火した場合、点火/消乂ボタンを 
「消火の状態」に 戻し忘れたまま放置す 
ると、乾電池の消耗が早くなります。 

必ず r 消火の状態」に戻してください。 

に1ぺージ） 


が-/ 








































g 吹飯モード (標準コン □) 


下準備 


〇お米を正確にはかる 


-計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を正しくはかる。 


■■日 W の 


ごはん 

] 〜已合 

炊さ込みごはん 

卜 4 合 

おかゆ 

0. 已〜 1 合 


例） 180 mL の 計量 カップ 



@お米をとぐ 


-たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとぎ水はすぐに流す。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないよラにしてください。 

- r とぐ一洗い流す」を素早く数回繰り返す。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、ふさこぼれの原因になり、炊飯びうまくできなし觸合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやず 


-ごはんのかたさを調節するときは、水量で調節する。 

※増減する水量のめやすは、± ] 0%程度にしてください。 

※炊さあびりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などによつて異なりますので、お好みに応じて加減してください。 



お米の 量 

水の 量 

1.0 合 （1 巳0旨） （180 mL ) 

約 300 mL 

1 .已合 （22 巳吕 ）（270 mL ) 

約 400 mL 

2.0 合 (300 g )(360 mL ) 

約 巳00 mL 

2 .已合 （37 巳旨） （4 巳 OmL ) 

約 600 mL 

3.0 合 (4 巳 Og ) (已 40 mL ) 

約 700 mL 

3 .已合 （巳2巳 g ) (巨 30 mL ) 

約 800 mL 

4.0 合 （己00吕 ）（720 mL ) 

約 900 mL 

4 .已合 （67 巳旨） （8] OmL ) 

約] 000 mL 

已 .0 合 （7 巳 0 g )(900 mL ) 

約]] 00 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水の 
量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせて炊 
いてください。 


お米の 量 

0 .已合 （7 巳吕 ）（90 mL ) 
1.0 合 （1 巳〇吕 ）（1 


水の量 


約 700 mL 


合 （1 巳〇吕 ）（180 mL ) 


約] 000 mL 


※おかゆは t 分びゆ程度の炊さあびりです。 


お米を水に浸す時間 


•洗米したあとがず30分] U 上、水に浸す。（を場は1時間程度） 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※ごはんにおび残るので、お湯を使わないでください。 

※一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米びミ居じることびあります。 

砕け米、粉米などび混ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 
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無洗米をホタくときのコツ 


. 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び沈殿し、上手に炊けない原因になります。 

•洗米したあと必ず30分む上、水に浸す。（を場は1時間程度） 

•水の量を3%程度をくする。または、無洗米専用の計量カップを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばず。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでさ、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


鍋をセツトする 


-水に浸したげ態のお米び入っている鍋を、正しくごとくに置く。 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物びないことを確認し、鍋底の中むび温度センサーに密着するよラに正 
しくセットしてください。 



炊飯モードに適した鍋 


-おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 

※市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 


ふたに霖気巧びあるちの 

ふたと鍋にずさ間のないをの 

ふたび重く、鍋本体に 
落とし込むよ5なお状 

鍋の縁が高いちの 
鍋は深いをの 
鍋底び平6なちの 
鍋径が IScmliLh のちの 


※ふたに蒸気巧びない場合や、鍋の材質、お状に 
よっては焦げつきや、ふきこぼれなどを起こし、 
うまく炊けない場合びあります。 

このよラな場合は、別売の炊飯専用鍋を使用し 
て < ださい。 


X : 適していません。 （温度を正しく検知しなし、場合がありまず。） 

《1:ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《2:焦げつさびさつくなります。 _ _ 
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炊飯専用鍋を別売していまず。 （63 ぺージ） 

※別売の炊飯専用銷のお巧めは、お買い上げの 
販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお 
問い合わせください。 



炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

(ごはん：1~已合 'i 

1 おかゆ： 0.已一1合 J 

炊飯専用銅(別売） 

〇 

アル 5 製の鍋、文化銅 

〇 

深めのちの 

ホーロー鍋、 户 

ステンレス製の鋼(厚手） 

(鋼底厚み 2 mmL ソ上） 

〇※] 
深めのをの 

ステンレス製の鍋(薄手 ）备遊 
(鍋底厚み 2 mm 未満） し J 

〇※2 
深めのをの 

ステンレス製の無水銅、 

ステンレス製のを層銅 

X 

±鍋、圧力鍋、イ^^ 
醒ガラス容器 L=jr 

X 


〇 :適しています。 




















































炊飯モード (標準コン □) 



※高乂カコン□び左タイプで説明しています。 

『コン□を使う準備』 （23 ぺージ） 

『炊飯モード m 圆』 （33 ぺージ） 

をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋を置く 



〇 


点义し、 

义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱ 
いに巧し、点火の状態にしてください。 




[； 点火の状態] 


止まるまで 
いっぱいに巧ず/ 


※必ず火びついたことを確認してください。 


〇着火後すぐに、火力調節つまみをゆつ 
くりと強火側から〇の位置(あたりび 
あります）にスライドさせて合わせてく 
ださい。 


む-。 


※火力調節つまみを〇の位置に合わせない 
とラまく炊けない場合びあります。 


Q 巧飯を設定する 


〇着火後すぐにごはんを設定してください。 



ず'グ、，通が） 

〇巧すたびに、次のよラに切り替わります C 

\ピッ/ \ピッ/ \ピ-/ 

t J 

※設定を解除してち消火しません。 

〇着火後すぐにおかゆを設定してください。 

巧 巧 


化かゆ 
) ごはん 




が'グ、，卿城 

〇押すたびに、次のよラに切り替わります C 

\ピッ/ \ピッ/ \ピ-/ 

t _I 


※設定を解除してち消乂しません。 


ごはん 


おかゆ 


おかゆ 


ごはん 


おかゆ 


ごはん 
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◎ご使用後は、点火/消义ボタンを消火のげ態にし、ガスをを閉める 


ご注意していただきたいこと 


エアコン や扇風機の風び コン□に 当たると、途中消火したり、炊きムラの原因に 
なります。風び当た日ないように風向を調節してください。 

機器を囲ラ油ガードなどを設置すると排気の流れび変わるため、燃焼不良となり、 

炊さムラなどの原因になります。炊飯時は油ガードなどを取り除いてください。 

炊飯途中で、水をたしたり、鍋のふたを開けたりしないでください。また、炊飯 
の途中で炊飯モードを切り替えたり、他のキーやボタンを巧さないでください。 

ラまく炊けない場合びあります。 

ごはんの場合は、自動消乂後む日し(約1□分)を必要とします。 

む日しをしないとラまく炊きあびりません。 

炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上に 
のせて炊いてください。また、白米に比べ焦げやすくなります。 



おかゆについて 


おかゆモードはお米か！5おかゆをつくる機能です。 

※ごはんか日おかゆをつくる場合は、炊飯モードを使用しないで、下記を参考に手動で調理してください。 
※おかゆの味付けは、自動消火してか b 行ってください。最初か5、または炊飯途中に調味料や具を入れると、 
ラまく炊けない場合びあります。 

ごはんか日おかゆの炊きかた (2 人分(茶わん約2杯分： 30□邑)の例） 

(1) 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗ってほぐす。（めめりをとります。） 

(2) 鍋に水 (4 カップ齡とごはんを入れ強火で炊く。 

(3) 煮立った日アクを取り、弱乂で1□〜1已分炊く。 

(4) 消乂し、好みに応じて塩をか々加え、数回かさおだてでさあびり。 


© 自動で义が消える 

■№111南瞄》 f 脚 B がが;肺 

自動消义 




と°ピピ 


ッ/ 



炊飯時間：約20〜30分 ごはんむ5し時間：約10分 


※む日し中に点火/消乂ボタン 
を戻すと、むらし終了のお知 
日せブヴー音び鳴りません。 




自動消义 


^ ♦おかゆ 


^おかゆ 

/〇 ではん 


"[ 〇ごはん 

村 

♦ 

固 

〜ピピピ 

ザ-/ 


炊飯時間：約40〜50分 


〇 消义のが態に戻す 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の 
状態にしてください。 



ほぐしなび日底か日よくかきミ居だてく 
ださい。 

余分 な水分びとび、ごはんびおいしく 
なります。 


ご注意していただきたいこと 


自動消火した場合、点火/消火ボタンを 

「消乂の状態」に 戻し忘れたまま放置ず 
ると、乾電池の消耗が早くなりまず。 

必ず「消火の状態」に戻してください。 

に1ぺージ） 









































































高温炒めモード (高乂 カコン □) 

-直火調巧(あぶりもの)、いりちの、炒めちの(鍋をひんぱんに上げる料理）をする場合などは、 
高温げめモードをお使いください。 

※高火カコン□び左タイプで説明しています。 


『コン□を使う準備』（吕3ぺージ) 
をよく読み、準備をずる 


ごとく中巧にフライパンなどを置く 



〇か 


左操作部（シート) 




点义し、 

义力調節ずる 



Q 高温げめを設定ずる ^ 


〇点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱい 
に巧し、点火の状態にしてください。 




〇高温炒めキーを3秒け上押してください。 



〇取り消すとさは、再度、高温炒めキーを押し 
て < ださい。 


※必ず火びついたことを確認してください。 


〇火力調節つまみを左ちにゆつ < りとス 
ライドさせてください。 


弱く 強く 




〔巧ずつ 


※設定を解除してち消火しません。 
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◎ご使用後は、点火/消义ボタンを消火のげ態にし、ガス栓を閉める 


高温炒めモードとは 


通常時より高い温度まで調理できる機能です。高温炒めモードを使用してち、鍋などの異常過熱を防止する 
ために、温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に火力を調節したり、自動消乂します。 

※高温妙めモードを使用すると、天ぷ日油過熱防止機能、焦げつき自動消火機能は作動しません。 


0 


高温炒めモードを使用ずるとさは、揚げちのなどの調理はしない 

天ぷ日油過熱防止機能び作動せず、調理油び 発义し、义災の原因になりまず。 


盛ミち意 


〇 直义調理(あぶりもの)をする場合は、温度センサーの真上を避ける 

温度センサー上に焼き汁などび滴下しないよラ、温度センサーの真上は避けて調理してください。 

0ず 3 る温度センサーびミちれると、鍋底の温度を正しく検巧でさず、 発义や途中消义、機器焼損の原因になります。 
また、焼さ汁の滴下量や位置により、温度センサーの 故障の原因になります。 


© 消义ずる 


〇点火/消火ボタンを巧し、消火の状態に 
してくださし、 



※必ず乂び消えたことを確認してください。 


ご注意していただきたいこと 


自動消乂した場合、点乂/消火ボタンを「消火の 

巧態」に 戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消 
耗が早くなりまず。 

必ず r 消火の状態」に戻してください。に1ぺージ） 


お知5せ 


約己0分（高温で自動火力調節している状態 
の場合は約30分）連続使用すると、消し忘 
れ消乂機能びはた日き自動消火します。 
※使用中に高温炒めモードを解除して、さら 
に使用する場合は、はじめに点义してから 
約] 2□分(高温で自動火力調節している状 
態の場合は約3□分)経過すると、消し忘れ 
消火機能びはた b さ自動消火します。 
※コン□消し忘れ消火機能の設定時間は、 
変更することびできます。 （43 ページ） 
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グリルを使う準備 


〇 ガス检を全開にずる 




開にずる) 



調理物を入れて、 
グリルとび5を閉める 



盛ミち意 ^ 


グリルとび5を開けた状態で 


グ U ルを点义しない 

禁止 

炎や熱で、 やけどのおそれ 

V 

がありまず。 J 



グリルの開けかた 


グ U ルスライドレールは取り外せません 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで 
引さ出す。 

※グ U ル焼網、グ U ル受け皿、グ U ルとび日、サイ 
ドカバーの取り外しかたは、47ページを参照して 
ください。 


お知5せ 



グ U ル焼網とグ U ル受け皿は、キズつけないよラに気をつけてください。キズびつくと、表面に施された 
フッ素コート（グ U ル焼網）やク U アコート（グ U ル受け皿)びはびれる原因になります。 


はじめてグリルを使うとき 


-お包部材び入っていないか確認してください。 

• グ U ル庫内の金属部品に残った加工油を焼さ切るため、グ I 」ル 
焼網を取り出し、グ U ルとび日を閉め、強乂で約8分空焼さし 
てください。煙やにおいび出る場合びありますび、異常ではあ 
りません。 

空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自 
動消乂する場合びあります。 

消乂した場合(タイマー表示部「□ 2〇_引点滅表示)は、しば日 
く（約3分)待ってか日再度点乂してください。 



逸ミち意 ^ 

〇 

グリル焼網の取り付けをする 
ときは、グリルがちえてか日 

必ず守る 

行ラ 

V 

やけどのおそれがあります。 


ノ 
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食材の準備 


魚の下ごし!5え 

-冷凍の魚はしっかりと解凍する。 

-冷蔵の魚は常温でしば日くおく。 

※しっかりと解凍して、常温にしておかないと、調 
理時間びかかり、生焼けになったり、まむ、安全 
機能びはた日く場合びあります。 

■生魚は、水洗いしたあと、水気をよくふき取る。 

-みそ養けや、かす漬けの魚は、 

みそやかすをよくふさ取る。 



魚 L ソがの下ごし5え 

•なすや、ししとラなどの野菜は、 
表面に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多いを材は、フォ 
ークなどで皮に巧を開け、皮を上 
にして焼く。 

※切り目や巧を開けずに焼いた場合、 
食材に乂びついて、庫内で 発义ず 

るおそれがあります。 



フォーク 



塩焼きの下ごし！5え 


姿焼きなどの場合 


材料にあった塩加減(魚の重量の2%程度)び必要です。 
稳をつけると、身びしまって身崩れしにくくなります。 
身の厚いところには厚く、薄いところには薄くつけます。 


• さばやいわしなど脂肪分の多い背の青い魚は、多め 
に塩をして、おさ時間は長めにする。 

-白身魚は、少なめに塩をして、おき時剧ホ短めにする。 


川魚や、いか、えび、貝などは、 
焼く直前に塩をふる。 



尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩 
をつけたり、アルミはくで包む。 


-切り目を入れる。 

※切り目を入れると、乂の通り 
びよくなり、皮び破れること 
による脂の飛び散りち少なく 
することびでさます。 


アル5はく 



切0目 


魚を焼くとさは 


姿焼きの場合 

-魚は頭び奥に、尾び手前になるよラに置くと尾 
の焦げはかなくなります。 


姿焼さ1尾の場合 


どち S か端に) 



手前側こ 


姿焼さ3尾 LU 上の場合 


(まん中を避ける) 



手前側 C 


切身の場合 

-皮側を上向きにし、身 
の厚い部分び奥になる 
よラに置いてください。 

f 身の厚い部分び奥） 



手前側 


ししゃちなどのルさな魚の場合 

•尾び焦げやすいので、グリル 
焼網の手前側に置しでください。 


尾を手前側に 



手前側 



魚を取るとさのコツ 


-はしをグI」ル焼網と 
平行に入れると、グ 
I」ル焼網に付着した 
魚びはびしやす<な 
ります。 



お知5せ 


グ U ル焼網、グ U ル受け皿は消耗部品です。ご 
使用状態や経年変化などにより、魚や脂ミちれび 
とれにくくなったり、コーティングびはびれる 
場合びあります。交換部品（有料）として準備し 
ております。 

お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先 
参照)にお問い合わせください。 


0 


グリルが気□の上に、ふきんやタオルなど 
をのせたり、ふさがない 

グリルが気□の周りには、ものを置かない 
义災や不完全燃焼の原因になります。 


逆ミち意 


0 調理物を取るときなどは、必ず消义し、グ 
リル部周辺に触れない 

® 4とくにグ U ルとび日などび熱くなっており、 

やけどの原因になります。 
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グリルの使いかた 


『グリルを使う準備』 （39 ぺージ) 
をよく読み、準備をする 



〇©0^ 


ち操作部（シート） 



〇点义する ^ 0义力調節ずる ^ 


〇点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押し、 
点火の状態にしてください。 




※着乂すると、グ U ルタイマーび点打します。必ずグ 
U ルタイマーび点灯したことを確認してください。 


〇火力調節つまみを左ちにゆっくりと 
スライドさせてください。 


弱く j 神 強く 


上乂 


下火 



〇着火すると、自動的にグ U ルタイマーびスタート 
します。 

グリル 



※グ I 」ル庫内の温度に応じて、日〜9分を自動的に設定 
します。（設定は変更できます。） 

※グ U ルタイマーはま全のため、解除でさません。 
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◎ご使用後は、点火/消火ボタンを消火のげ態にし、ガス栓を閉める 


おくずれを防止するコッ 


2分程度予熱後、一旦消火してから、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 
その後、魚をグ U ル焼網にのせて再度点乂し、乂力を調節してタイマーを設定 
してください。（詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。） 


ごま意していただきたいこと 


-連続の使用などでグ U ル庫内び高温になると、安全のため消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらいて消火した場合(タイマー表示部 ro 2 o _ 已」点滅表示)は、しば日く（約 
3分)待ってから再度点火してください。 

. 脂のをい魚を焼いているとさは、煙び多く出る場合びあります。 

次の魚は、とくに焼きすざにを意してください。 

•干物や、脂分のをい魚(にしん、塩さばなど） 

発火しやすいので、調理中はグ Uj レ庫内の状態に十分を意してください。 

•ル魚の干物(めざし、うるめなど） 

焼さ時間のめやすは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。） 

焼きすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 义災のおそれや機器焼損の原因になりまず。 


〇 鶏肉などの脂のをい食材を調理ずるときは、 
上下の义力を 『弱 义』にして焼くよラにずる 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引义し、义 
災のおそれがあります。 


逸注意 


〇 

必ず守る 


焼さずざにま意ずる 

魚に义がつき义災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまつ 
た脂に引火した場合は、すぐに点乂/消 
乂ボタンを巧して消乂してください。 



® タイ^ブーを、^ タイマーが終了ずると、 

設定ずる r 自動で义が消える 


〇タイマーを設定して < ださい。 

の 


r~ I w 

タイ 7- 

'V ピツ / 



Q 甲ずつ 



自動消义 


ブリル ヴリル 



※約] 0秒後に消打します。 


© 消义のが態に戻ず 


〇点义/消义ボタンを巧し、消火の状劇こしてくださし、。 



※必ず乂び消えたことを確認してください。 


ごミ主意していただきたいこと 


自動消火した場合、点火/消火ボタンを「消火の状態」に 

戻し忘れたまま放置すると、乾霞也の消耗び早くなります。 

必ず「消义の状態」に戻してください。 （2 1ページ） 
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餐種設定の変更 (カスタマイズ 機能) 


カスタマイズ機能の設定方法 


コン□消し忘れ消义機能の設定時間は変更できます。 

※全てのコン□の消し忘れ消火機能の設定時間び変更になります。 
※初期設定(工場出荷時)は、『120分』に設定されています。 
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設定時は、必ず機器を使用していない状態で操作してください 


〇 ガス栓を閉める 



0コン□を点乂の状態にずる 

いずれかのコン□の点乂/消乂ボタンを止まるまで 
いっぱいに巧し、点乂の状態にしてください。 

《着乂しないため、ブヴー音『ピーピーピー』でお知日 
せし、『1または_2』び点滅表示されます。 
※スノ（ーク(パチパチ）しますので、ガス栓を閉めてち、 
配管内に残ったガスにより、着火する場合びあり 
ますび、異常ではありません。 





G 卓、火の巧態 I 


グ U ル操作部 


0設定時間を変更できる状態にずる 

点义操作後 10 秒 L ソ 内 に、グ U ル操作部のグ U ルタ 
イマー設定キー『+』と『一』を 同時に 3 秒む 上 に巧す。 
※初期設定(工場出荷時)は、『12』（120分）に設定 
されています。 



〇 設定時間を変更ずる 

巧す毎に、ブヴー音『ピッ』でお知らせします。 
《]〇分単位で設定でさます。 


+キ ー: 1□分ずつ増え、最長『12』 （120 分)まで設定できます。 
-キー： 10分ずつ減り、最短『3』 (30 分)まで設定で去ます。 


例)『90分』に設定する場合 




※コン□消し忘れ消乂機能の設定時間を変更した場合、高温妙めモード時の連続使用可能時間ち、 
下表のよつ I し変更となります。 I iTlB 日!^ゃ 


タイマー表示 

3 


5 

B 

つ 

, 

8 

3 

m 

，し, 

/ / ! / コ： 

'' ! ，し 1 

コン□消し忘れ消火 
機能設定時間 

30 分 

40 分 

已〇分 

白 0 分 

70 分 

8 日分 

日日分 

]日日分 

1 1 0 分！ 120 分 1 

1 I 

高温げめモード時 
連続使用可能時間 

30 分 

40 分 

百 0 分 

60 分 

60 分 

巨 0 分 

60 分 

巨 0 巧 

. r . j 

60 分！ 60 分' 


© 消乂の状態にずる 

点乂/消火ボタンを巧し、消火の状態にしてください。 
※ブヴー音『ピー』でお知日せし、設定した時間に変更 
されます。 


© ガス栓を全開にずる 





























































お手入れ (その前に) 


逆ミち意 


0 - お手入れは、ガス栓を閉め、機器がをえてか日手袋をはめて行う 

とくにグリルが気□の内側(奥側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分ま意ずる 
必ず守る やけどや機器の突起物などでけがをする原因になりまず。 

-点义/消义ボタンを□ックずる 

点义/消义ボタンを□ックせずにお手入れを行つた場合、誤つて点义/消义ボタンを巧すと、 やけどの 
原因になりまず。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認ずる 
义災の原因になります。 


お手入れ道具、洗剤について 


使って 
ぶ し、 




スポンジたねし 



やわらかい歯ブラシ 


を 


やわらかい巧 


台所用中性洗剤 


-トッププレートのみ 

ガラストップ用 W 


クリーナー 
LP 日] 2已 A 




ク U —ム 
クレンヴ' 


- ^ 


巧ミン 
スポンジ 


《トッププレートし U 外には使用しないでください。 


キズの原因になるちの 


ナイ□ン 
たねし 


亀の子 

たねし 


響 

金属 

たねし 


スポンジ 
たねし墨面 




クレンヴー S ガキ粉 


硬い歯ブフシ 


変質の原因になるちの 


0 

使つては 
いけない 




酸性洗剤、 

アルカ U 性洗剤、 
漂白剤 



シンナー、 


、~1 

ベンジン、 

I 


アルコール 

1 


弱酸性洗剤、 

弱アルカ1」性洗剤 


キズ、変質の原因になるちの 

ク I 」 ーム クレン ヴー 


歯みびさ粉 


LU 


重曹 


重曹 


故障の原因になるちの 


スプレー 式洗剤 


火災の原因になるちの 


可燃性スプレー、 
浸透あ、酒滑剤 


※部品、ガラス、ホー□-、フッ素コート、ク I 」 
アコートや塗装の表面にキズびつさ、はびれ、 
匆ブ、変色、変質、さび、割れの原团こなります。 


※部品、ホー □— 、 フッ素コート、ク I 」アコート 
や塗装の表面び変質し、はびれ、変色、さび、 
樹脂部品の割れの原因になります。 


※表面の変質、キズ、変色、さび、樹脂部品の割 
れの原因になります。 


※直接かけて使用すると機器内部に洗剤び入り、故 
障の原因になります。必ずやね b かい巧やスポン 
ジたねしなどに含ませてか b 使用してください。 


※引乂するので、 絶対に使用しないでください。 


お手入れするときのお願い 


※ご使用の都度、お手入れしてください。巧れたままにすると巧れびこびり付さ、落ちにくくなります。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 
※バーナーキャップ、ごとく、バーナー U ングカバー、グ U ル排気ロカバー、グ U ル部品（グ U ルとびら、グ U 
ル焼網、グ U ル受け皿、サイドカバー）は外せます。それ L ソ外の部品は、絶対に取り外さないでください。 
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お手入れ (部品の取り外しと取り付け）（コン□部) 


グリル排気□カバー 


-ツメ部(左ち2力所)を角穴部(左ち2力所）に入れて、浮さびないよラに 
取り付けてください。 

※グ U ル排気□カノ（一を正しく取り付けないと、グ U ル使用時に焼け足り 
なかったり、焼さムラの原因となります。 



グリル部の取り付けと取りがしは、47〜48ぺージ参照。 
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◎お手入れは、 

-機器びをえていることを確認する-ガス检を閉める-点义/消义ボタンを□ックずる に4ぺージ) 
-手袋をずる 

◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分が残らないようにする 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認する 


ップ、パ’ーナーリングカバー、ごとく 


バーナーキヤップ 



ノ くーナーキヤツプの m 部び、点乂プラグの真上にくるよラに合わせ、 
浮さびないよラに取り付けてください。 

(点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。） 


点乂プラグ 


※高火カ コン □巧と標準 コン 
□用びありますので、取り 
付けにま意して < ださい。 
高乂カ コン □用には 『 H 』 マ 
-ク、 標準 コン □用には 
『一』 マークを 表示してい 
ふ^ 〇 


1 ナーキヤツ プのお状 


機器後ちか6見た図 



バーナー リング カバー 


欠さ部 


▽マーク 


バーナー 
U ング カバー 
凹部 


バーナー 1」ング 

•▽マークを手前にし、欠さ部(前後2力所）を 
ノ（ーナ ー U ングの凹部揃後2力丽合わせて、 
浮さびないよラに取り付けてください。 




ごとく内側の凸部(前後2力所）を、ノ（ーナー 
U ングカノ（一の欠き部揃後2力所)に入れて、 
浮さびないよラに取り付けてください。 


逆注意 


〇 ) ナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

0^35 -点火しなし、場合びあります。 

-炎のふぞろいや逆 火です 完全燃焼、一酸化炭素中青のおそれや 
変形の原因になりまず。 

-機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損ずる原因になりまず。 

. 機器寿命が短くなるおそれがありまず。 



パ'—ナーキャップのバーナーキャップの 
浮き 裏返し 


〇 ごとくとパーナーリングカバーは、正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮き、裏返しなど)で使用すると、 鍋の 15 倒によるやけど、点义不良、不完全燃焼、変 
おの原因になります。 

また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレートに キズがつくおそれがありまず。 



お知5せ 


•バーナーキャップ、バーナー U ングカバー、ごとくは消耗部品です。 

バーナーキャップは厚みび薄くなったり、変あすると炎びふぞろいになります。また、ごとくは、ツメ 
部びグラグラしていると、鍋などの転倒の原因になりますので、交換してください。 

交換部品(有料）として準備しております。 

お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照）にお問い合わせください。 
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お手入れ (部品の取り外しと取り付け）（グリル部) 



グリル部の取りかしかた 


グ U ルスライドレールは取り外せません 


-グリルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引さ出す。 

-グ U ル焼網、グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後はグ U ルとびらやグ U ルとびらガラス、グ U 
ル受け皿、グ U ル焼網、グ U ルスライドレールび熱くなって 
いますのでミ主意してください。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないようを意し 
て < ださし、。 


グ U ルスライドレール 
グ I 」ル焼網 


グ I 」ルとび日 
ガラス 



グ U ルとびら 


グ U ル受け皿 


グリルとび!5 


-グ U ルスライドレールとグ U ルとびらを固定して 
いる止めバネを押し下げ、ちラ片方の手を添えな 
びら、手師こ引く。 

※グ U ル焼網をセットした状態では、グ U ルとびら 
は正しく取り外すことびでさません。 

※無理な取り外しにより、強い力を加えると、溝部に 
力所）、凸部 （2 力所)、止めバネの変形や損傷の原 
因となって、グ U ルとびらの閉まりび悪くなったり、 
外れやすくなりますので、を意してください。 

※グ U ルスライドレールは取り外せません。 




サイ ドカバー 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 
※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(も) 
も同様に取り外してください。 
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◎お手入れは、 

-機器がをえていることを確認する-ガス检を閉める-点义/消义ボタンを□ックするに4ぺージ) 
-手袋をずる 

◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分び残5ないようにする 
◎部品を取り付けたあとは、スムーズに開閉できることを確認する 


グリル部の取り付けかた 


I _ サイ ドカバー _ 

①奥のフックに切り欠き部を差し込む。 座のフック ©巧部 


©手前のフックに穴部を引っかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、 
を意してください。 

指かかりのある手前側に"どまたは‘‘ も’’ と表 
7 J \ し—しいます。 

※図は、サイドカバー（左）の場合です。サイド 
カバー(ち)も同様に取り付けてください。 



グリルとび！5 


①グリルとびらの溝部に力所）に、グ U ルスライ 
ドレールの凸部に力所)を差し込む。 

③とびらの下部を『カチッ』と音びするまで押す。 

※グ Uj レ焼網を取り付けた状態では、グリルとび 
らは正しく取り付けでさません。 

※無理な取り付けにより、強い力を加えると、 
溝部 (2 力所)、凸部に力所)、止めバネの変形 
や損傷の原因となって、グ U ルとびらの閉ま 
りび悪くなったり、外れやすくなりますので、 
を意してください。 



グリル受け皿 


•グ U ルスライドレールの凸部(左ち）にグ U 
ル受け皿の角穴び入るよラに置く。 

※"手前" と表示しているちをグ U ルとびら側 
にしてください。 



グ U ル焼網 


-グ U ル受け皿の角穴(前後4力所）にグリル 
焼網の凸部输後4力所)を差し込む。 
※"手前" と表示している方をグ U ルとびら側 
にしてください。 



グ I 」ルとび日 


グ I 」ル 
受け皿 




グ U ルとび日び閉まりにくい場合やこすれる音びした場合は、サイドカバー、グ U ルとび日、グ U ル受け皿グ 
1」ル焼網び正しく取り付けされていません。そのまま巧し込むと、変おや損傷の原因になりますので、再度さつ 
ちりと取り付けてください。 
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お手入れ 


トッププレート 


•水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、水分び残 
らないように乾いた布でふき取ってください。 

または、台所用中性洗剤を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物 
でふき取り、洗剤び残らないように水ぶきしてください。 

※煮こぼれした場合は、その都度必ずみさ取ってください。煮こぼれを 
放置されますと、バーナー U ングのすさ間よりトッププレート内部に 
煮汁び入り、トッププレートの変色の原因になります。 

取れにくいミちれのとき 

-メラミン樹脂系のスポンジを使用したり、 

丸めたラップにク U —ムクレンヴーをつけ 
てこすり、ふき取ってください。（表面の光 
ミ尺びなくなるため、常用はしないでください） 

※バーナーリング、バーナーキャップにク U —ムクレンヴーをつけてこすり、ふさ 
取ると塗装のはびれ、色び薄くなる、光がびなくなるなどの原因になります。 




機器表面、操作部 


• 乾いた布でよくふいてください。 
i 取れにくい巧れのとき ^ 

-台所用中性洗剤を含ませた布でみき取ったあと、 
洗剤や水分び残らないよう、乾いた布でみき 
取ってください。 


^ パ’ー ナー リング カバー " 



-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れをふさ取ったあと、洗剤び残ら 
ないよラに水ぶさし、水分び残らないよラに乾いた巧でふさ取ってください。 
※ミちれびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 

1 取れにくいミちれのとを 

-台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤び残らないよラに水ぶさし、水分び 
残らないよラに乾いた布でふさ取ってください。 
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◎お手入れは、 

-機器がをえていることを確認する-ガスおを閉める-点义/消义ボタンを□ックずる に4ぺージ) 
-手袋をずる 

◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分が残5ないようにする 

◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことやスムーズに開閉できることを確認する 



石3ン □ 

語置ミ 

圆 

£ の 

巧 . . 

ブリル 

■ 

因 

9ィ7— 


tSj 


ごとく、グリル排気□カバー 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れをふさ取ったあと、洗剤び残 
b ないように水ぶきし、水分び残 b ないように乾いた布でふき取ってください。 

※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 

取れにくい巧れのとを 

•台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤び残らないよラに水ぶさし、水 
分び残らないように乾いた布でふき取ってください。 

それでちミちれが取れないとき 

-煮洗いするとさらにちれを落としやすくなります。 

•水を入れた大さめの鍋に、ごとくやグ U ル排気□カバーを入れ、約30 
分加熱し、をましてから水洗いして、水気をふさ取ってください。 

※表面び変色することびありますび、使 
用上問題ありません。 

※取り出すときは、 やけどなどにを意し 
て < ださい。 

※ごとく、グ U ル排気□カバーじ(外は、 

煮洗いしないでください。 



くーナー部 


バーナーキヤップ 


•水洗い後、よく水気を切って、台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをふさ取ったあと、洗剤び残日ない 
よラに水ぶさし、水分び残らないよラに乾いた巧でふさ取ってください。 

※水分び残ったまま取り付けると、 点义不良や不完全燃焼の原因になりまず。 

目づまりしたとを 


-凹部や溝部は、やわ日かい歯ブラシなどでお手入れしてください。 
こびり付いたミちれは、つまよラじなどで取り除いてください。 

※目ゴまりや巧れは、 点义不良や不完全燃焼の原因になります。 



やわらかい 

歯ブラシ 


点火プラグ、立消えを全装置、温度センサー 


. 水を含ませて、かたくしぼった布で煮こぼれなどの巧れをふき取ったあと、 
水分び残日ないよラに乾いた布で再度ふさ取ってください。 

※温度センサーをお手入れするとさは、片手を添えてください。 

※洗剤などは使用しないでください。 

※点乂プラグ、立消え安全装置、温度センサーはキズつけたり、衝撃をあた 
えないよラにしてください。位置び変わったり、傾くと安む、安全機能び 
正し<はたらかないおそれびあります。 


立消え安全装置 


温度センサー 



上下にスムーズに' 
動くことを確認 ノ 


逸 S ミち意 


〇 

おず守る 


温度センサーは、こまめにお手入れし、上下にスムーズに動くことを確認する 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び 発义ずる場合があります。 

また、動さび悪いと鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にちなりまず。 
密着しない場合、点検、修理を依頼してください。 
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彭手入れ (グリル部) 






















◎お手入れは、 

-機器がをえていることを確認ずる-ガス栓を閉める-点义/消义ボタンを□ックする に4ぺージ) 
-手袋をする 

◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分び残5ないようにする 
◎部品を取り付けたあとは、スムーズに開閉できることを確認する 


サイド カバー 


- 4□むじ(上のお湯で] 0分じ(上漬け置きすると、巧れび落としやすくなります。 

その後、水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、水分び残らないように乾いた布 
でふさ取ってください。 

または、台所用中性洗剤を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でみき取り、洗剤び残らないよ 
ラに水ぶきしてください。 

※巧れたまま放置したり、使用したりすると、巧れびとれにく<なりなります。 


グリルとび5、グリル焼網、グリル受け皿 


. 水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、水分び残らないように乾いた布でふき取 
ってください。 

または、台所用中性洗剤を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物でふき取り、洗剤び残らないよ 
ラに水ぶきしてください。 

※巧れたまま放置したり、使用したりすると、巧れびとれにくくなり、 シミが弦ったり' フッ素コート（グ 
UJ レ焼網)やクリア〕ート（グリ J レ受け皿)のはく離の原因になったり、脂巧れ で発义 ずることがありまず。 
※グ U ルとびら取っ手には、特殊塗装を施していますび、万一表面の塗装びはびれてち使用上問題はあ 
りません。 


グリル庫內(側部、底部)、グリルスライドレール 


•水を含ませたスポンジ、布などのやわらか 
い物でふさ取り、水分び残らないよラに乾 
いた布でみき取ってください。 

または、台所用中性洗剤を含ませたスポンジ、 

布などのやわらかい物でみさ取り、洗剤び 
残らないように水ぶきしてください。 

※グ U J レ庫内天井部の燃焼部(上火ノ（ーナー）に 
は触らないでください。炎□びつまり燃焼不 
良、途中消火の原因になります。また、側部 
の燃焼部(下火バーナー)の奥には、立消え安 
全装置と点义プラグ、奥の壁部分にはグリル 
過熱防止センサーび取り付けてあるので触ら 
ないで<ださい。位置び変わったり、傾<と 
安む、安全機能び正しくはたらかないおそれ 
びあります。 

V_ I 



52 




















よくあるご質問① 


rC 


と < にをいご質問です 




ご質問 


点义/消义ボタンを巧してち、 
点义しない 

電池交換サインび点滅している 


自動消义後にブザー音びする 


勝手に义びルさくなったり、 
义び消えたりする 


高温炒めモードを使用してい 
るのに、勝手に义びルさくな 
つたり、义び消えたりする 


回答 

参照 

ぺージ 

乾電池び消耗しているためです。 

乾電池を交換してください。 

乾電池を交換する(電池交換サイン点滅)めやすは約1年です。 

22 

ちむ、 安全機能びはたらいているためです。 

安む、を全機能のはたらきにより火び消えたとさに、点义/消火ボ 
タンを戻し忘れると、己分おきにフヴー音『ピー』でお知らせします。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾電池の消耗が早くなりまず。 

必ず「消火の状態」に戻してください。 

※他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 

21 

まむ、安全機能びはた5いているためです。 

自動的に火力を調節したり、自動消火し、高温になり過 
ざることを防止します。 

※弱火になると支障のある調理の場合は、高温炒めキー 
を押すと、高温での調理びでさます。 

21 

まむ、安全機能びはたらいているためです。 

鍋などの異常過熱を防止するために、温度センサーの温度び 
上びりすぎると、自動的に义力を調節したり、自動消义します。 
また、約日0分(高温で自動火力調節している状態の場合 
は約30分)連続使用すると、消し忘れ消火機能びはたら 
さ自動消火します。 

※自動火力調節で弱火になっている場合は、火力を強く 
してち受け付けません。 

37 



ご質問 


点义ずると他のパ‘ーナーも、 
スパーク(パチパチ)ずる 


点义しない 

X ご質問の詳細 ） 

①点义しない 
◎ 点义しにくい 
這）スパーク（八チパチ）しない 
④点义してもずぐ消える 


詳細の 

番号 

回答 

参照 

ぺージ 


1力所の点火操作ですベてのノ（ーナーでスノ（ークします。 

■ 異常ではありません。 

— 

①② 

◎④ 

乾電池び消耗しています。 

新しいアルカ U 乾電池(単1形： 2個)に交換してください。 

22 

バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていないか 
確認し、正しく取り付けてください。 

15.18 
4己 

点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに巧し、点火 
の状態にしてください。 

2己 • 4] 

アルミはく製しる受けはご使用できません。 

使用しないで<ださい。 

10 

煮こぼれなどによりバーナーの炎口びつまっていたり、 
点火プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめれ 
たり、巧れたりしていると、点火しない場合びあります。 

お手入れしてください。 

50 

①② 

ガスをを閉めていると点乂できません。 

ガスをを全開にしてください。 

24-39 

LP ガスをご使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 
ときは、ご使用の LP ガス事業ちにお問い合わせください。 

— 

長期間使用していなかったり、朝一番など、ガス配管に空気び 
残っている場合びありますので、点义操作を繰り返してください。 

— 
























































ご質問 

■ 

詳細の 

番号 

回答 

参照 

ぺージ 



点义しない(続き） 

ん ご質問の詳細 ） 

① 点义しない 

② 点义しにくい 

這）ス八ーク（八チパチ）しない 
④点义してもすぐ消える 


①③ 

□ックされていると点乂でさません。 

□ックを解除してください。 

24 

② 

グ U ルはコン□にく日べて点乂に時間びかかります。 
異常ではありません。 

— 

④ 

温度センサーび高温になり、まむ、安全機能びはた日 
いています。温度センサーの温度び下びるまで、点乂 
してちすぐ消乂します。しば日く（グ U ルは約3分)待 
つてか日、再度点火してください。 

— 


炎の状態びおかしい 

人 ご質問の詳細 ） 

①炎がま定しない 

曾炎が黄色い、ホい 

這）異常音をたてて 
燃える、消える 

④ 炎が均一でない 

⑤ 使用中炎が消える 
© 銅にすずがつ< 


► 


①② 

◎④ 

◎© 

煮こぼれなどによりバーナーの炎口びつまっていたり、 
点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていると、点乂しない場合びあり 
ます。お手入れしてください。 

50 

バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていないか 
確認し、正しく取り付けてください。 

15-18 

45 

①② 

◎④ 

⑤ 

風び吹き込んだり、エアコンや扇風機の風などびコン 
□の炎に当たらないよラに配慮して使用して<ださい。 

12-15 

◎④ 

⑤⑥ 

アルミはく製しる受けはご使用できません。 

使用しないで < ださい。 

10 

◎⑤ 

使用中は換気してください。 

12 

乂力調節をはやく操作すると、炎びホくなったり、消 
乂する場合びあります。異常ではありません。 

ゆっくり操作してください。 

— 

② 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
て炎びホくなることびあります。異常ではありません。 

— 

グ Uj レ使用時にコン □ を使用すると、焼さちのの塩分 
(ナト U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎ち 
赤くなります。異常ではありません。 

— 

火力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大さくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

— 

⑤ 

弱乂の状態で、グ U ルとび日をはやく開閉すると消乂 
することびありますので、ゆっくり開閉してください。 

16 
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よくあるご質問 @ 



ご質問 


詳細の 

番号 

回答 

参照 

ぺージ 



点义/消义ボタンから手を放し 
てもスパーク(パチパチ)ずる 

► 

点乂/消火ボタンから手を放してもスパークび続きます。 
(最長約已秒)異常ではありません。 

— 



焼網び使えない 

► 

- 

焼さなすやちちはグ U ルで調理してください。 

グ U ルに入日ない大さななすやパプ U 力などは、フォ 
ークや金串に刺し高温妙めモードを使用し、コン□上 
で直乂調理(あぶりちの）してください。 

37 


コン□使用時の現象 

A ご質問の詳細 ） 

© 調理中に消义する 

曾油び高温になっていても 
自動消义しない 

@点义してもずぐ消える 

④ 自動で义力び変わる 

⑤ 鍋底がひどく焦げついて 
消义する 



①② 

◎④ 

⑤ 

鍋の形状や材質び適しているか確認してください。 

23 

銅底び温度センサーと密着していることを確認してください。 

6-10 

50 

鍋底や温度センサーび巧れていないか確認し、巧れて 
いる場合はお手入れしてください。 

①③ 

温度センサーび高溫こなり、安む、安全機能びはた6いてしほす。 
温度センサーの温度び下びるまで点火してちすぐ消义します。 
しばらく待ってか日再度点火してください。 

21 

①⑤ 

焦げつさ自動消火機能は、鍋の材質や調理により焦げ 
つさの程度びかわります。 

ホー □ —製の鍋や、カレー、シチュー、カフメル、み 
そなどの水分びかない料理は焦げやすくなります。弱 
乂でとさどさかさ混ぜなびら調理してください。 

21- 23 

鍋底び焦げついていないか確認してください。 

焦げつきや空だきの場合、焦げつき自動消火機能びは 
た日いて、自動的に消乂します。 

21 

① 

コン□タイマーび終了すると自動的に消乂します。 

再度点义してください。 

27 

点火後約] 2□分(高温で自動的に乂力調節している場 
合は約3□分)で自動消乂し、消し忘れを防ざます。 

21 

弱火の状態で、グ U ルとび日をはやく開閉すると消乂 
することびありますので、ゆっくり開閉してください。 

16 

を凍した調理物をそのまま調理した場合、調理中に消火 
することびありますので、解凍してから調理してください。 

— 

無水鍋やを層鍋、±鍋や耐熱ガラス容器、圧力鍋を使 
用すると、まれに焦げつき自動消火機能びはた日き、 
調理中に消乂することびあります。 

23 

④ 

鍋の温度び高温になると、過熱防止のため自動的に乂 
力を切り替えます。 

弱乂と強火を繰り返し、この状態び約30分続くと自 
動消火します。 

弱火になると支障のある調理の場合は、高温炒めモー 
ドを使用すると、高温での調理びでさます。 

21- 37 

© 

銅底にこんぶや竹皮などを敷<と焦げつさびさつ<な 
る場合びあります。とさどさかさミ居ぜて乂加減し、様 
テを見なび b 調理してください。 

— 


温度キープモード使用時の現象 


ご質問の詳細 


①揚げものがラまくできない 

© ミ品度設定表示が点滅のまま 
変わらない 


① 

油の量は、已00〜] 000 mL び適切です。 

鍋の形状や材質、油の量によっては油の温度び設定温 
度より高めになったり低めになったりする場合びあり 
ます。設定温度を加減してお使いください。 

23-29 

銅底び温度センサーと密着していることを確認してください。 

6-10 

◎ 

使用途中に設定温度を下げた場合、設定温度に下びる 
まで時間びかかり、その間点滅び続さます。 

29 
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ご質問 


I 詳細の 
番号 


回答 


参照 

ぺージ 


湯わかしモード使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

①お湯がめるい 
© お知5せが遅い 
這）ふさこぼれる 



①② 

③ 

鍋び湯わかしに適しているか確認してください。 

23 - 31 

銅底び温度センサーと密着していることを確認してください。 

6-10 

水の量は、 已 00〜2000 mL でやかんや鍋の最大容量 
の6〜7割び適切です。 

23-31 

①② 

お湯か日湯わかしモードを使用した場合は、ふっとラ 
してから消火や弱乂になるまで時間を要する場合や、 
ふっとラする前に消乂する場合びあります。 

32 

◎③ 

加熱中に鍋を動かしたり、ふたを開閉したり、水をか 
さおだたりすると、お知日せび遅くなったり、ふさこ 
ぼれる原因になります。 

① 

火力を弱乂で使用すると、ふっとラする前に保温にな 
ったり、消乂したりします。 

エアコン や扇風機の風び コン □に当たると、途中消乂 
したり、ふっとうする前に保温、消火したりします。 
風び当た日ないように風向を調節してください。 

12 • 1己 


ホタ飯モードで上手にげ飯び 
でさない 

X ご質問の詳細 ） 

のふさこぼれる 
© ごはんがかたい 

③ ごはんがやね6かい 

④ ごはんが焦げる 

⑤ 誤って途中で 

, 消义してしまった 



①② 

◎④ 

鍋び炊飯に適しているか確認してください。 

23-34 

鍋底び温度センサーと密着していることを確認してく 
ださい。 

日.1日 
34 

お米の量や水量を正しく計量してください。 

※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の 
水の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上に 
のせて炊いて < ださい。 

33 

火力を炊飯位置に正しく調節してください。 

火力び炊飯位置より強火側の場合は、ごはんびかため 
になり、弱乂側の場合は、やわ日かめになります。 

35 

①② 

④ 

よく洗米してください。 

33 

無洗米を使用する場合は、]〜2回洗米し、3%ぐらい多 
めに水をいれて、必ず浸しおさをして炊飯してください。 

34 

◎③ 

銘柄や産地、保存期間により炊さあびりのかたさや粘 
り、食味び変わります。 

— 

エアコン や扇風機の風び コン □に当たると、途中消火 
したり、炊きムラの原因になります。 

風び当た日ないように、風向を調節してください。 

12 • 1己 
36 

◎ 

洗米したあと必ず3□分 L ソ上(を場は]時間程度)、水に 
浸してください。 

33 

炊飯途中にふたを開けると、ラまく炊けない場合びあります。 

36 

自動消乂したあと、約] 0分むらしび必要です。 

む日しをしないとラまく炊きあびりません。 

③ 

む日し後、ごはんをほぐしなび日底か日かさミ昆だると、 

ホ分な水分びとび、ごはんびおいしくなります。 

④ 

炊きこみごはんは、白米にく日べ焦げやすくなります。 

© 

ちラー度炊飯モードで炊いてください。 

水分びかない状態で再点乂した場合は、やわらかくな 
る場合や、焦げつさびさつくなったり、おび残る場合 
びあります。（おかゆの場合は、自動では炊けません。 

様テを見なび日弱乂で炊いてください。） 

35 



5巨 










































よくあるご質問⑤ 


ご質問 


I 詳細の 
番号 


回答 


参照 

ぺージ 


点义/消义ボタンから手を 
放してらスバーク(パチパチ） 
ずる 


グリル使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

© 焼けずざる 
◎ 焼け足りない 
@巧きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ 調理中に消义ずる 




点火/消火ボタンか b 手を放してをスノ（ークび続きます。 
(最長約7秒)異常ではありません。 


◎③ 

©⑤ 

グ U ルとび日は確実に閉めてください。 

14-39 

①曾 
③ 

調理物の数や形状によって、置さかたを調節してくだ 
さい。 

40 

調理物に合った火力に調節してください。 

— 

◎③ 

グ1」ル排気ロカノ（一を正しく取り付けてください。 

18-45 

① 

みそ養けやかす漬けの魚を焼くとさは、みそやかすは 
取ってか日焼いて < ださい。 

40 

② 

冷凍の魚はしっかりと解凍し、冷蔵の魚は常温でしば 
日く置いてください。 

16-40 

④ 

脂の多い魚などを焼くと煙びをく出るため、グ U ル排 
気□じ(外か日ち煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

42 

初めてグ U ルを使ラとさは、煙やにおいび出る場合び 
ありますび、グ U ル庫内の金属部品に残った加工油に 
よるちのです。異常ではありません。 

39 

グ U ル庫内やグ U ル受け皿び巧れていないか確認し、 

お手入れしてください。 

残った調理物などび焦げて、煙やにおいび出る場合び 
あります。 

52 

⑤ 

グ U ルタイマーび終了すると自動的に消乂します。 

再度点火してください。 

41 

連続の使用などでグ1」ル庫内び高温になっている場合 
は、グ Uj レ庫内びをめるまでしば日く（約3分)待って 
から使用してください。 

21- 42 






































ご質問 


詳細の 

番号 


回答 


参照 

ぺージ 



ガスのにおいびする 
いやなにおいびする 



ずぐに使用をやめ、ガス栓を閉めてから原因を調べて 
^■ください。 

7-8 

ゴム管びきつちりと接続されてしぶ。唯認してください。 


ゴム管にひび割れや巧びあいていないか確認してくだ 
さい。ひび割れや巧びあいている場合は、ゴム管を交 
換してください。 义災のおそれがありまず。 

20 

- 風び吹き込んだり、 エアコン や扇風機の風などび コン 
□の炎に当た日ないよラに配慮して使巧してください。 

12 • 1已 

煮こぼれや水滴びついていないか確認し、お手入れし 
てください。また、お手入れしたあとは、洗剤や水分 
び残日ないようにしてください。 

50 

周囲に燃えやすいちのやプラスチック製品などびない 
か確認してください。 

9 


使用中、消义後に音びする 

A ご質問の詳細 ） 

①消义後に r ピー」と 
ブザー 音がする 

© 「ポン J と音がする 

③ 「カチッ」と音がずる 

④ キシミ音がずる 

⑤ r シャ ー 」と音がずる 

⑥ 点义巧]期に r ポッポッ」と 
i 音がずる 



点乂/消火ボタンを戻し忘れていないか確認してくだ 
さい。 

点乂/消火ボタンを戻し忘れると、已分おさにブヴー 
音『ピー』でお知日せします。 

①※タイマーや湯わかしモードなどを使って自動消乂したり、 
をむ、ま全機能のはたらきにより火び消えたときは、 
必ず点火/消乂ボタンを「消乂の状態」にしてください。 

戻し忘れたまま放置ずると、乾霞也の消耗び早くなります。 

※他のノ（ーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 

21 

コン□バーナー使巧後の火の消えたとさの音です。 
異常ではありません。 

— 

@ ノ（ーナーキャツプび正しく取り付けされていないと、 

音びする場合びあります。 

15-18 

46 

@火力を切り替える動作音です。異常ではありません。 

— 

点火後や消火後にキシ S 音びでますび、加熱やを却さ 
④れるとさに、金属び膨張収縮して起こる音です。 
異常ではありません。 

^ コン□バーナー使用中 r シャー」と音びしますび、燃焼 
^ するガスの通過音です。異常ではありません。 

機器び;ちえている状態で点乂すると、しばらく音びす 
⑤る場合びありますび、温まると音はなくなります。 
異常ではありません。 
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ブザー報知、お知5せ表示 


が"^ .» 2パターンの表示び交互に点滅します。 


ブザー音 

表 

お （10 回点滅） 

部位 

表示箇所 

内 容 

が-/ 

(1 回） 


コン □ 

— 

消し忘れ消火機能の作動 




高义カコン □ 

— 

高温妙めモードで消し忘れ 
消火機能の作動 



コン □ 

— 

点火/消火ボタン戻し忘れ 
ブヴーの作動 



グリル 

— 


な ; Ti こ ra 交換 

— 

— 

電池交換のお知日せ 




コン □ 

コン□タイマー部 

コン□タイマー終了 



グリル 

グ U ルタイマー部 

グ U ルタイマー終了 


が-/ 

に回） 


n 

をコン □ 

コン□タイマー部 

立消え安全装置の作動 


n 

m 

ちコン □ 


グリル 

グ1」ルタイマー部 


が-/ 

(3 回） 

n 

左コン □ 

コン□タイマー部 

点乂時に着火しなかった 


n 

1 

面 

ちコン □ 

グリル 

グ U ルタイマー部 


が-/ 

(4 刚 

の 


コン□、グリル 

賴部位のタイ7-部 

点火/消火ボタンを長く 
巧し続けている 


n 

をコン □ 

コン□タイマー部 

天ぷら油過熱防止機能の作動 
焦げつさ自動消乂機能の作動 


网 

1 

ちコン □ 

Nrnr 

田 

グリル 

グ U ルタイマー部 

グ1」ル過熱防止センサーの作動 


が-/ 

い 0 秒間、 
V 繰 0 返し 

mm S 

邸田镑居 
描 m 

をコン □ 

コン□タイマー部 

操作部、温度センサー、 

グ1」ル過熱防止センサーの故障 


ちコン □ 

グリル 

グ1」ルタイマー部 

コン□、グリル 

賴部位のタイ7-部 

ブザーが 
鳴り続ける 

が-/ 

/約 10 秒、 
連続 y ) 

置国^屋 

左コン □ 

コン□タイマー 部 

電子部品の故障 

ちコン □ 

グリル 

グ U ルタイマー部 

コン□、グリル 

賴部位のタイ 7 -部 


ごを意していただきたいこと 


自動消火した場合、点火/消火ボタンを r 消火の状態」に 戻し忘れたまま放置すると、乾電池の消耗び早くなりまず。 
必ず火の状態」に戻してください。に1ページ） 
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処置と再使用時のを意 

参照ページ 

点乂後、約12□分連続使用した場合など。 

点火/消火ボタンを r 消火の状態」に戻してください。 

続けて使用する場合は、十分換気をしてか日、再度点火 
してくださし、 

21 

設定後、約6□分連続使用した場合など。 

37 

タイマーや湯わかしモードなどを使って自動 
消火したり、まむ、を全機能のはたらをによ 
り火び消えたとさなどで、点火/消火ボタン 
び「点火のが態」のままになっている。 

点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

21 

乾電池の容量びかなくなってさたとさ。 

乾電池を交換してください。 

22 

タイマー設定時間び終了したとさ。 

点乂 /消乂ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

続けて使用する場合は、十分換気をしてか日、再度点乂 
してくださし、 

27 

41 

炎のふさ消'え、煮こぼれした場合など。 

21 

炎のふさ消えなど。 

煮こぼれによる炎口つまり、煮こぼれによ 
る点乂プラグの巧れなど。 

バーナーキヤップ、点乂プラグなどび巧れていると、 

点火しない場合びあります。お手入れしてください。 

50 

着乂不良など。 

点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

続けて使用する場合は、十分換気をしてか日、再度点火 
してください。 

21 

点乂/消火ボタンを長く巧し続けたとさ。 

手を離してください。 

点乂 /消乂ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

— 

調理油の過熱、焦げつさ、消し忘れによる 
過熱、空焼さなど。 

点乂 /消乂ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

続けて使用する場合は、十分換気をしてから、再度点乂 
してくださし、 

21 

グ U ルの空焼さ、消し忘れ、調理物びかな 
い場合、連続して使用した場合など。 

消乂してすぐ（グ1」ル過熱防止センサーび高温のままの巧 
態)は、点火してちすぐに消火します。 

しば日く（約3分)待ってか日再度点乂してください。 

部品び故障しています。 

ち検がお、要です。 

使巧をやめ（点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻し）、 
ガスをを閉め、お買い上げの販売店または、脾社(裏表紙 
連絡先参照)に連絡してください。 

— 
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長期間使用しない場合、仕様 


長期間使用しない場合 


• ガス栓を必ず閉めてください。 

• 各部の汚れを取り除さ、ほこりや異物び入らないよラにビニールなどをかけて<ださい。 
再使用時は、ビニールなどを完全に取り外してからご使用ください。 



品 




を 

ガステーブルコン □ 

型 


式 


を 

LW 2268 TL 

LW 2268 TR 

点 

义 


方 

式 

連続スバーク点火 

をむ 

> 

安 

全 

機能 

-立消え安全装置 ） 

-点火/消义ボタン戻し忘れブヴー j 
■コン□消し忘れ消火機能 ’ 

-天ぶら油過熱防止機能 
-焦げつさ自動消义機能 . 

■グ1」ル消し忘れ消火機能 ） 

-グ1」ル過熱防止センサー J 

パ全バーナー） 

(コン□バーナー） 

バグ1」ルバーナー） 

付 


属 


品 

-取扱説明書(保証書付）•クッキングブック 
-アルカ1」乾電池(単1お： 2個） 

が 

お 


寸 

法 

高さ18日 mm X 巾畐己9己 mm X 奧巧"さ己11 mm 

質 量 

17.己1<旨 


使用 ガス 

使用ガスグループ 

1 時間当たりのガス消費量 kW 

ガス接続口 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

高义力〕ン〇 

標準つン〇 

グリル 

都巿ガス用 

13 A 

12 A 

4.20 

13,610 kcal/hl 

3.90 

13.350 kcal/hl 

2.97 

に，已已 Okcal / h ! 

2.79 

12,400 kcal / h ! 

2.21 

11.900 kcal / h ! 

2.06 

11.770 kcal / h ! 

8.37 

17.200 kcal / h ! 

7.79 

16.700 kcal / h ! 

0 9.5 mm 
ガス用づム曽 

L P ガス 用 

4.20 

に. 3 日 Ik 呂 / h ( 

2.97 

に. 213 l < g/hl 

2.28 

10.163 kg/hl 

8.7 已 

に.目 27 k 呂 / h ( 


◎本仕様は改良のためお巧6せせずに変更することびありまずびご了承ください。 
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'アフターサービス 


サービスのお申し込み 


•「よくあるご質問」（已3ページ）、「ブヴー報巧、おがら 
せ表示」（已9ぺージ)を見て、をう一度お認してください。 
•確認のラえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な 
場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店または、 
弊社(妻表紙連絡先参照)にお問い合わせ < ださい。 

なお、連絡されるときは、ち記のことをお知らせください。 


1. 品 名：ガス テーブル コン □ 

2. 品名コード：電池ケースに貼付のシールを 

参照してください。 

3. 型式名-機器も側面に貼付の銘板を参 

照してください。 

4. 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 
己.ご住所、お名前、電話を号、道順(できるだけ詳しく) 


面居される場合 


ガスには都市ガス(数種類)および L P ガスの区分びあります。 


-ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者(供給業ち）にお問い合わせ<ださい。 
この場合、調整、改造に要する費用は保証期間中でを有料となります。 

•この機器は 13 A (12 A )、 LP ガスのみの仕様です。他のガス種には調整、改造できません。 


巧証書 


取扱説明書の目巨ぺージび保証書になっています。 

•な証書に記載されているよラに機器の故障については、一定期間、一定条件のもとに修理いたしまず。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間内であっても修理費をいただくことびありますので、大切にな管してください。 

-無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照）にお問い合わ 
せください。修理によって性能び維持でさる場合は、有料修理いたします。 


補修用性能部品の巧ち期間 


• この製品の？甫修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》のな有期限は、製造打ち切り後已年間です。 
ただし、保有期間経過後であってを補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 
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父換部品、別売部品 



交換部品や便利グッズびご購入でままず。 


詳しくは►け http://ec.harman.co.Jp/ 


交換部品 


(お客さまにて取り替え可能な部品) 


下記の部品(有料)は、お客さまご自身にてお取り替えしていただくことびでさます。お求めの場 
合は、インターネットの販売サイト （ http :// ec . harmari . cci . jp /)、 弊社(裏表紙連絡先参照)、お 
買い上げの販売店にお問い合わせください。 

部品がいたんだり、ミちれが落ちにくくなつてをた!5、お早めに交換してください。 


名 称 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

ごと< 

(高火力-標準バーナー用） 


¥1，目目曰 

( 本体価格 、 

¥1.90 か 

DW 4 L 1 2073105 

バーナーキャップ 
(局乂カバーナー用） 

© 

¥1，曰7曰 

( 本体価格 \ 

¥1.己0か 

DW 4 E 32005108 

バーナーキャップ 
(標準バーナー用） 


¥1，曰7曰 

( 本体価格 \ 

¥1.己0か 

DW 4 Q 3 S 00] 104 

バーナー1」ングカバー 
(高火力-標準バーナー用） 

◎ 

¥ 840 

( 本体価格 、 

[ ¥ 800 j 

LW 1 012006105 

グ U ル排気ロカバー 


¥1，3目曰 

( 本体価格 \ 

'v ¥1，30か 

LW 0 T 12009101 

グ1」ル焼網 


¥2,940 

( 本体価格 、 

[ ¥2,80か 

DW 2 Y 33004100 

グ U ル受け皿 

翁 

¥3,67曰 

( 本体価格 、 

[ ¥3,己〇か 

DW 2 T 33048108 

サイドカバー(左） 


¥ 630 

( 本体価格 、 

^ ¥ 6□か 

DW 2 T 33058005 

サイドカバー(ち） 


¥ 630 

( 本体価格 、 

¥ 6 Q 0 J 

DW 2 T 33060004 


20] 2年9月現在の価格でず。価格、仕様は、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
乾電池は電気店などでお買いホめください。 

※イラストは参考です。詳しくは r さ部のなまえ」 （3 〜4ページ)を参照してください。 


別売部品 


-下記の別売部品(有料)は、お客さまご自身にてご購入していただくことびでさます。お求めの場合 
は、インターネットの販売サイト （ http :// ec . harmari . cci . jp /)、 弊社(裏表紙連絡先参照)、お買い 
上げの販売店にお問い合わせください。 


名 称 

お 状 

現金標準価格：税込 

部品コード 

調理プレートセット 

-調理プレート 
-ホ J レター 
-調理プレート 
クッキングブック 


wq qqn 本体価格 ^ 

¥ が yU ¥3|8日 Oyl 

LP0132 

炊飯専用鍋 (3 合） 


¥ ZL^in 本体価格 

¥4|4 1 U ¥4|2 日 0y< 

LP0134 

炊飯専用鍋 (已 合） 


本体価格 \ 

¥5.460 ¥5.200j 

LP0135 


2012年9月現なの価格です。価格、仕様は、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了をください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
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保証書 


品 


名 


ガス テーブルコン □ 


このたびは当社製品をお買上げいたださましてあ0びとラございます。この保証書はお客様の正常な使巧状態において万一、機器本体 
び故障した場含には、本書の記載巧容で無料修理を巧ラことを約束するわのでず。 

く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、弊社び無料 
修理致します。 

保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください。なお、 
離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を巧った場含には、出張に要する実費を申し受けます。 

ご転居の場含は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場含には、弊社にご相談ください。 

本書は日本国内においてのみ有効です。 （This warranty is valid 曰 niy in Japan.) 

本書は再発巧致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してくださし、。 

保証期間內でも次の場含には有料修理になりまず。 


2 


3. 

4. 
日. 
目. 
7. 


(イ）住宅用途(業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用にな5れた場含による故障および損傷。 

に）車両、船舶に備品として搭載された場含に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示する方法似外の工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ棲、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建藥躯体の変形など住宅部品本体 L 处がの不具合に起因する機器の不具をおよび塗装の退色、メツキの軽微な傷、鐘など設計 _ 
仕様の範囲巧の感覚的な現象の場含。 

(へ）適切な使用、維持管理を巧わなかった場含および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格！;!がのガス（ガスグループ）および電気（指定がの電池含む）で使用された場合。 

(U) 火災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙.異常気象などの天災-地変および戦争-曇動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(夕）海岸付近-温泉地などの地域における塩書-腐食性の有害ガスおよびほこ0などの空気環境に起因する故障および損傷。 

(ル）ねずみ•鳥•くを-ゴキブリなどの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ラ）消爲部品の取0替えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入接印のない場合、あるいは字句を書き誓えられた場含。 


お 客 様 

お名前 

TEL 1 

ご住所〒 1 

保註期 間 

お買い上げ 年 月 日か 51 年間 1 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間巧のサービス活動およびその後のま全点検活動のために、お客様の記載內容を利用させていただく場合がありまずので、ご 
了承ください。 

※このな証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するわのではありませんので、保証期間経過媛の修理などについてご不明の場含は、お買い上げの販売店または、 
社にお問い含わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覽ください。 


株式を社/\■の 


〒已已4-日023 

大阪市此花区春曰出南3 — 2—]日 





年月 曰 

修理記録（修理の客） 

サービス員風 
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修理を依巧される前に 



点义しないとき•一 下記の部品びミちれていませんか？ 


立消え安全装置パ’ーナーキャップ点义プラグ 


立消えちを装置、点义プラグ 


水洗い後、水気や巧れをふき取ってください。 
煮こぼれなどのちれをふき取ってください。 


水分はお実にふき取ってください。 


※詳しくは、「お手入れ」 （46 ぺージ)を参照してください。 



長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-とさどさガスくさい。 - キー やボタンの操作び不お実。 

■焦げくさいにおいびする。■コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

' 上のよラな症状のとをは、ガス栓を閉め、故障や事故防止のため、 

1必ず販売ちに点検、修理を相談してください。 


修理点検商品についての 
お問い合わせは••- 

コンタクトセンターにおかけいただ<と音青ガイダンスび流れますので、 1 

お巧い合わせの内容によって下記のま号をお選び<ださい。 

巧式をなハーマン 
コンタクトセンター 

1 修理の受が•瓣に関する 
' お問い合わな 

な] 点検-禍き情漸こ関する 
^ お問い合: b だ 

〇 商品し関するあ Pc 3 し、合わせ • 
d その他 

0120-38-8180 

携帯電話か日のお問い合わせは ••• 

0570 -064-780 

(通話料がかかります） 

■ 修埋受付センター 

【受巧時間】 

36 S 日 24 時聞修埋受付 

※修理訪問は曰中、地域により化曰ちり 

FAX (078)928-5499 

■ 点な受付センター 

【受付時間】 

※よ•日-祝日、鮮社指定休日を除く 

<平日 > 月〜金 9: 00 か 517: 30 

■ お客をま巧談センター 

[受付時間】 

※日•祝日、興な指定休日を除く 

月〜 ± 9: 00 か 618: 00 

FAX (078)927-5070 


( 1103 ) 


































